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熱帯多雨林の樹木作物

山口大学講師
海外農業開発財団

西村 昌 造 氏

a 

はじめに

我々日本人にとっては熱帯というのは，案外に理解されていない，温帯よりも地域的な気候の

差も大きいし•土痩学的にも変異が多い。標高の高い高冷地では温帯の春秋と同じような温暖な

気候が一年中続くところもある。

したがって適地適作の見地からすると．作物も多様性をおびるのは当然である。

農業は自然と人間の長期にわたる調和の中に生み出されるもので，森林を開墾して 2-3年あ

る作物を耕作して利益を得たとしても．その跡地が回復し難い荒廃地になるようではその土地に

適合した営農とはいえないであろう。熱帯多雨林の開墾は，温帯の我々の予測しない問題である。

ここでは自然と人間との歴史は土攘侵蝕で綴られているといっても過言ではない。

その意味で熱帯多雨林の樹木作物の役割を少し説明したい。

．． 

1. 熱帯多雨林の分布

普通熱帯多雨林といわれるものに，著しい乾期のない純粋の多雨林と．モンスーンの影響を

うけて乾期と雨期がかなりはっきりしているところとがある。前者は降雨がモンスーンの影響

よりも太陽が真上に来たとき．上昇気流が盛んになってそれが降雨となるので，一年に二回雨

期があり 二期性雨期といわれる。

世界の熱帯多雨林地帯は東南アジア，南米および西アフリカの三ケ所に広く分布している。

東南アジアの分布は図 1の通りで ，最も顕著なのはマレー 半島．スマ トラおよびカリマンタ

ンの大部分で．ジャワの東部はモンスーンの影響が強く．乾期と雨期が明らかで前者とは著し

く降雨の様子が異なる。
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2. 熱帯多雨林地帯はなぜ開発がおくれてたか

熱帯多雨林地帯は一般に年降雨紅が 2,000ミリを越え，しかもはっきりした乾期がないので

低地は密林に覆われ．ところによると海岸近くはマングロープの繁茂する沼沢地帯が続いてい

る。したがって，熱帯病の最も恐ろしいマラリアのしょうけつがひどく．モンスーン地帯の様

に水田の開発すらも出来なかったのが実状であった。 l, 000 mを越える高冷地はその点人間の

生活には比較的よい環境で，古くから原住民の生活の歴史がある。ところがこの高地はいわゆ

るShift fa rm i ng（転換栽培）が行なわれ，開墾して， 2-3年陸稲．とうもろこし等の

穀作を行い．その後にキャ ッサパを植付けて．その収穫後は休閑地として I0年間余も栽培を

放棄するのが普通である。従って単位面積当りの人口支持力も低く，ぁくまでも自給経済の範

囲にとどまり．それ以上の発展は見られなかった。若し・人口がある地区で増加して．この転

換栽培のやり方を変えて，栽培期間を長くして．休閑期を短かくすると地力が回復しないで．

かえって単位面積当りの収量が減ずる結果になり．人口増加を抑てるマイナスの効果だけを生

むこととなった。つまり，転換栽培はその時代，その土地の利用法としては．それなりの合理

性をもっていたといえる。したがって，開墾の場合も閑具のない事もあって．抜根して均ーな

整地など行なわず，切株が方々に残ったまま植付けを行うので，樹木の再生も速やかで二次林

の形成がかえって楽だった訳である。

また，そのような多くの地域では土地の所有権は部落にあり．各個人は長老会議等で割当て

られた土地の使用権だけが認められていて，余り長く同じ土地を耕作することは地力の消耗を

招くので．適当なとき個人の耕作地を転換することも長老会議等が統制しているようである。

3. 土壌侵蝕と転換裁培

転換栽培で地力の消耗というのは，土壌の化学性と物理性の両方の劣化に問題がある。化学

性即ち土痩養分の欠乏も勿論大きい問題であるが，これは今日では化学肥料の施用である程度

まで解決可能である。物理性になると大きい問題が残る。そこで土壌侵蝕の問題をもう一度考

えて見よう。土嗅侵蝕は熱帯殷業においても，第二次世界大戦前から問題になっていたが，ど

ちらかというと降雨の表面流失による表土の流失および地形の崩壊が現象的にとらえられてい

るようである。ところがこの土壌侵蝕における表面流失は結果としてあらわれるので，その一

歩前に降雨の土頃中への浸透が少くなくなる。したがって，土晨侵蝕の防止には ．土壌管理を

充分にして，降雨の土嗅中への没透を多くして表面流失の被害を出来るだけ最少限度喰い止め

ることが正しい順序である。
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熱帯の降雨は短時間の中に強い雨が降るのが，温帯と比較しての特長である。 E11 i son 

(I 9 5 2)によると， 1時間 75 mmの雨が秒速 30吹で降るエネルギーによって，その後

2 9回プラウで耕起する程表土が固化するといえる。

つまり，強い降雨の雨滴で土壊の団粒組織が破壊され ，微細化して土壌の表面を覆い，不透

水層を形成し，雨水の土壊中への没透を防止して，結果として表面流失を多くする訳である。

したがって，熱帯の閑業では耕地を裸地にすることが土壌管理上最も危険で，土壌が植生また

は森林で覆われていたり，水でマルチの効果を見る水田は誠に安全である。

土壌侵蝕に影醇する因子としては次のものが考えられる。

a.降雨のは，分布および強度

b．傾斜角度と表面の性質

C •植生

d.土壌型と肥沃度

e.土地利用と営農

したがって，森林開墾して耕作する場合に，その土地に適合した利用法をとることが重要で，

特にその地形の傾斜には注意しないと，たとえ肥料分は化学肥料を施用により補えるとしても，

おそろしい土壊侵蝕の結果を招き，数年にしてその土地を半永久的に放棄する結果となる。

4. 樹木作物の導入

以上のような．七壇侵蝕の激しい熱帯多雨林地帯の森林を開墾して営農を行う場合に 1年生

作物の栽培はいろいろの困難な制限をうける。輪作，混作は勿論のこと，機械化による土壌管

理等そしてまた畜産の導入等が考えられなくてはならないだろう。その点から考えると，樹木

作物の導入は土凛の侵蝕防止の役割を果し，継続的な営腹を可能にするものであるが，実情は

現地人の農業には一部の例外を除いて ，殆んど樹木作物がとり入れられていない。

その理由としては次のようなことが考えられる。

a. 土地制度が前述のように．所有権は部落使用権は転換を前提として個人に割当てられてい

るために ．永年作物である樹木の栽培は慣習法で禁じられているところが多かった。

b.樹木作物の生産物は自給食糧でなく ，世界商品であるために適当なものを見出し．これを

世界市場につなぐために加工．流通等に多くの困難が伴う。熱帯各地への樹木作物の導入は

I 9世紀植民地主義の波に乗って頻繁に試みられ．次のように案外にその成功例が多い。
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作物名 原産地 主要生産地

柑 橘 東南アジア 米 国

丁 子 モルッカ諸島 サンジパル’

力 力 才 南 米 ガ ナ

コ ヒ エチオピア 中 南 米

に． ＜ ず ＜ モルッカ諸島
グ ラ ナダ
西印度諸島

ゴ ム 南 米
マ1/ーンア
ス マ 卜 ラ

オイルバーム 西アフリカ
マレーツア
ス マ 卜 ラ

c. 適当な樹木作物が見出されても．収益期間が長く ．加工等の処理施設に可成りの経費を要

するので． 2~ 3の例外をのぞいて発展しなかった。

5. 樹木作物の発展史 、例として 、 ゴムおよびオイルパームについて

樹木作物であるから， 一概に土攘侵蝕に効果があるとは限らない。その種類に適当した緑肥

栽培および土嗅侵蝕防止が必要である。特にゴムとオイルパ ームはその樹形が殆んど完全な天

蓋をつくり，降雨を一旦その天蓋でうけとめ，緑肥の被覆栽培により 土襲侵蝕の防止には極め

て好適合している。このことがマレーンヤおよびスマト ラの燐固形態の集約的な経営形態と相

まって，僅か 1世紀足らずの間に， 二度の世界大戦を経ながら立派な産業にまで発展した原因

の大きなものであろう。

その意味においてマ Vーおよびスマトラのゴム，オイルパームの歴史と第 2次世界大戦後の

技術革新を見ることは極めて重要であろう。

a.ゴム

今日ゴム栽培されているマレー各地は ．一部はコーヒー（アラピカ）の栽培の跡地であり．

その他は森林の形で未開地のままであった。スマトラのメダ‘ノ附近は典型的な熱帯多雨林地

帯で海岸には沼沢地が広く分布していた。最初メダン附近にタバコ栽培が発達したが ．その

栽培法は8年～ I0年に一度タパコ栽培を行う転換栽培の方法が採用された。これは 1つに

は連作による病害虫もあるが．上質のタバコを生産するのには化学肥料だけでは不充分で．

休閑による土嗅の物理性の改善が絶対必要なためと考えられる。この地区にマ Vーからゴム

栽培が導入され急速に拡がり．世界的な農困経営地帯が僅か 30年余の間に現出した。戦前

のゴム生産状況はマレー半島のその発足も早く ，常にインドネンアを抜いて第一位を占めて

いたが ，戦争直前にはインドネンアの優良品種と良好な土壊管理によりその生産性が高まり
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殆んど互角にまでなった。ところが戦後マレ -i/ア はこの英国の偉大な遺産をよく管理し・

マレーツアゴム研究所は優良品種を次々に作出して．これによる改植を行なった。ゴムの単

位面積当り収量と生産代は別表 1の通りである。

別表 l． ゴムの単位面栢当りの収位と生産費 （st,ct/lb) 

(100~299 acreの閑園について）

郵位lbなera
経費 st,ct/lb-...._____

<.250lb 251-500 501-750 7 5 I -1,000 1/J O 1犀 備考

粗

経

差

収 入 58.1 5 7.8 58.8 585 5 9.5 
＋ 

費

Tappin娑集液 3 1.9 2 7.3 23.6 20.0 I 8.8 

ク目 理 I 4 I 8.2 6.8 5.6 3.6 

加 工 2.5 3.3 33 35 37 ＋ 

そ の 他 76 6.0 6.2 5.8 5.1 

計 5 6 I 44.8 399 34.9 31.2 

弓I 2.0 I 2.8 18.9 23.6 285 ＋ ＋ 

註I. s t $ 3. 0 6 = u. s. !, I. 

2. ゴムの価格が us22ct/lbを越えるとポリイソプレンの方が有利になる (FAO)

I. ポリパック採

2. 除草剤

戦後のゴムの技術革新

3. 撰択的除草と緑肥の利用

4. 二段Tapping

5. 刺戟剤（ 2.4D, 2.4.5T，エチレン）

6. Crumb Rubberー規格の標準化

7. 二段芽接

8 更新および管理の機械化

9. 葉分析による合理的施肥

I 0. 早生および長期多収品種の育成

11. South American Blight : Dothidel la uleiに対する対策

一方，インドネンアは独立戦争およびその後の政治不安等により ，農園そのものの管理が行

きとどかなったため，殆んど同等の栽培面校をもち乍ら，著しい劣勢に陥ち込んでしまった。

今日ではその生産額の差は 1千低）レピーにも達する。

戦後の主としてマレーンアで採用されつつある技術革新の主なものは次の通りである。

- 6 -
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(1) 多肥性品種による改埴， RRIM600代の系統による改植が行なわれているが，これ

等の生産性は戦前の芽接ぎ樹の 2倍の生産性を増し， 1本当り年 I8. 8ポンドの乾燥ゴム

を生産する。

(2) ラテックスは毎日タ ッピングを行なっていたものを， 2 • 4 • D等の刺激剤を用いてそ

の凝固を防ぎ 2~3日毎にポリ ・パックで採簗する。

(3) 土壌管理について撰択的除草と緑肥の利用により土攘管理をより完全に行ない土攘侵蝕

を防ぐ。

(4) 製品の規格標準化のため，従来のンートおよびグレープに代ってクラム ・ラパーを採用

する。

(5) 更新および管理に出来るだけ機械化を計る。

(6) 葉分析による合理的施肥の採用

(7) 早生および長期多収耐病性品種の育成

永年性のゴムの育種には， 1年生の作物の I0倍もの年数を要する。その点から考えると，

ゴムの育種の歴史は僅々 70年未漉であるので，今後も南米の原産地等からの遺伝子の導入

をすることによる育種の効果が期待される。

東南アジアにはまだその発生を見ないSouth American Blightの病害に対しても抵

抗性の育種に着手している。

ゴム栽培の年表は付表(1)の通りである。

b. オイルパーム

オイルバームは西アフリカの原産であり，その地方の原住民の食生活には古くから重要な

要素であった。 1 5世紀半ばポルトガル人によってその価値がヨーロッパに紹介されたが，

採取後早く処理しないと遊離脂肪醸ができるので，遊離脂肪酪の多いパームオイルはその嗜

好に合わなかった。 I 8 2 2年バーム核がナイジェリアから英国に初めて輸入されて ，その

カーネル油の搾油が行なわれ，食物油脂として，注目をあびる様になった。

英国におけるパームオイ）レの用途は別表 2の通りである。
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別表 2

Principal uses of palm oil and palm-kelnel oil 

in the united Kingdom 1957-9 

products Pa Im ke Iner 

Margarine 

Compound 
Cooking fats 

Soap 

Candle,tin-plate indnstry, 
baekcrytrade, glycerine 
production 

Confectionery,bakerytrade, 
Ice-cream, mayonnaise, 
glycerine,detergent,pomades 

Pa Im oi I 

301, 

1

5
 

2

1

 

5

5

4

 

1

3

 

34 ％ 
46 

IO 0 100 

(C.W.S.Hartley:Qil Palm p.31) 

I 9 I I年スマトラ旧東海岸州のオイルバーム農園がスタ ートして，優良なオイルパ ーム

を世界市場に輸出する様になり，はじめて急速にその栽培が増加した。

別表 3

The position of oil palm products in world exports of vegetable and 

animal oils: Net exports of oils.oilseeds and animal fats, 

1,0 0 0 ton. o i 1 e q u i v a 1 en t 

Oi I 
I 9 34 

1949 1954 1959 I 9 60 I 96 I 19 6 2 19 63 I 9 64 
- 38 

Edible 

Ground nut 8 05 530 656 824 736 8 I 2 94 5 971 967 

Soya bean 380 264 28 I 1,272 1,381 960 1,359 1,366 1,620 

Cott on seed I 90 I 18 344 3 4 1 287 24 6 262 275 366 

Rape seed 52 27 33 I I 8 93 7 7 I 4 4 1 2 1 127 

Sunflower 32 30 28 166 231 27 5 325 380 323 

Sesame 68 35 40 52 69 63 76 7 3 77 

Olive 13 4 4 1 I I 2 I 28 196 183 204 146 I 80 

Total 1,661 1.0 4 5 1,494 2,9 0 I 2,993 2,616 3,315 3,332 3,660 

．． 
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Oil 
1934 

19 4 9 1954 I 9 5 9 1960 I 96 I 1962 1963 I 9 64 
- 38 

回ible-lndustrial

Coconut 1,040 1,005 1,092 958 1,215 1,300 1,205 1,303 1,302 

Palm Kernel 3 1 5 347 3 94 4 I 7 400 38 6 355 362 362 

Palm 4 37 488 570 5 6 I 587 56 3 502 518 54 0 

Total 1,792 1,840 2,056 1,936 2,202 2.24 9 2.062 2,183 22 04 

Industrial 

Lin seed 610 257 827 4 5 7 422 450 440 41 2 433 

Caster 85 82 10 2 139 16 2 16 5 I 61 185 20 0 

Tung 78 60 46 60 56 39 40 38 46 

Total 773 399 775 6 56 640 654 6 4 l 6 35 679 

Vegetable oi I 

Total 4;2,2 6 3,284 4,325 5,493 5,835 5,5l 9 6,018 6,150 6,543 

Animal and rreri ne 

¥¥hale and 54 3 4 09 434 5 12 566 620 650 61 I 577 
Fi sh 
Butter I a rd 841 915 1,283 1,702 1,851 1,871 1,802 2,048 2,327 
ta I low 

I 

Anirrn I and marine 

Tota I 1,384 1,324 1,757 2,214 2,4 I 7 2,4 9 I 2,452 2,659 2,904 

Grand Total 5,610 4,608 6,082 7,707 8,252 8,0 I 0 8,470 8.809 9,4 4 7 

Palm and palm Kernel 

oil as%of 

vegetable I 7.8 2 5.4 22.3 I 7.8 16.9 I 7.2 14.2 143 1 3.8 

as % of a I I o i I s and 

fats I 1 3.4 1 8.1 I 5.9 I 2.6 I 2.0 
11.8 I 0.1 1 0.0 95 

1, 9 2 5年にはスマトラの栽培面栢は 78, I 2 3エーカー，マレー半島の栽培面稽

1 9, 0 7 9エーカーであ った。その後急増して I9 3 8年にはスマトラの栽培面積は

2 2 8, I O 0エーカー．マレー半島の栽培面積は 72, I 4 3エーカーに達した。

1 9 3 6~3 9年第 二次世界大戦直前には．パームオイルの輸出祉はインドネンア（スマ

- 9 -



トラ）が年 20万トンとなり ．ナイジェリアを越えて世界ーとなった。

戦争中は東南アジアのオイルパームの輸出は途絶したが ，それに応じて西アフリカのオイ

ルの生産は逆に刺激され．西アフリカ ・オイルパーム研究所の育種事業が着々と成果をあげ

始めた。元来西アフリカのオイルパームにはOura,Teneve,およびPisferaの三種があ

るが．はじめ東南アジアで栽培に移されるものは ．Oura種の中最も果肉の厚い種類であっ

た。

ところが西アフリカの研究の結果． Dura種に比ぺてTenera種が殆んど果房および果実

の収位は同じで．果実は少々小型ではあるが ．果肉の割が多いため 30~4 0％も油の収

が多か った。このTenera種はDurax Pi si feraの一代雑種であるが．従来のDura種

に代ってこの優良種を改植することがマ Vー半品で戦後試験的に始められ，その大規模栽培

にも適することが実証されたので積極的に I9 6 0年頃から採用された。一方マレー半島の

ゴム栽培については ．合成ゴムとの競合を考え，オイルパームの適地にはゴムからオイルパ

ームヘの転換が奨励されたため栽培面積の増加も加わり ，近年になってその成果があらわれ ，

飛躍的な輸出位の増加が期待されている。 （図 3参照）

世界の植物油脂の中で占めるオイルパームの製品の割合は I9 6 4年 I3. 8％であったの

が，このマレーンアの大増産により近年中にほぽ 20%9こ達して ，大豆に肩をならぺる植物

油脂の地位となることが予想されている。

オイルパームについてはその栽培の近代化は第 二次戦後に行なわれたといっても過言では

ない。前述の育種の外に次のような技術革新としてとりあげられる。

① 育苗の専業化，優良系統の育種および繁殖のためオイルパームの育苗の専業化がおこっ

た。

② 収穫期を平均化するための人工授精

③ 葉の分析による合理的施肥

④ 除草剤と緑肥の利用による土攘管理

R 開墾または改植および管理の機械化

R 搾油施設のScrewpress よる小型化 ，これに伴って栽培を SmalI holderとして
協同組織化を計る。

オイルパーム栽培の年表は付表（2）の通りである。

-1 o-
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Oil palm fruits 図2
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図3 オイル・パームの輸出の推移
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6. 樹木作物の将来性

東南アジアは熱帯多雨林地帯に属するが，海外援助でその国々の問業の振興を計る場合に，

自給牒業の生産性の向上と，その持つ農業立地的優位性を生かした輸出作物の振興との 2方面

がある。

前者の問題は別として，後者の場合 1年生作物については熱帯多雨林地帯では降雨による土

嗅侵蝕が激しく，周到な注意を払わないと成果が収めにくい。その点栴木作物はその特性から，

ある程度の保護施設を行なうと，土嗅侵蝕の被害を最少限度に抑えて永遠腹業の可能性がある。

2 0世紀当初よりゴムおよびオイルパームの導入により技術的には安定した閑業が行なわれ

るようになった。その召入の過程は英蘭の植民地主義によったものであるが，樹木作物それ自

体は熱帯多雨林の農業に適合するものである。マレーシアではこの樹木作物特にオイルバーム

の特性を生かし，その国の経済発展の基礎としつつある。

我国が南北問題で東南アジアの腿業に連繋をもとうとすればこの樹木作物についてもっと関

心をもつ必要がある。ここでは，ゴムとオイルパームについて述ぺたが，一般的に樹木作物に

ついて多く研究する必要がある。

地下資源の開発と異なり，腹業による資源開発は無限に継続し，全世界の人類の生計を豊か

にすることが出来る。新しい賓源の開発も必要であるが，今迄の農業資源を我々の手で自然の

理法に適った様に再開発する努力が本当の海外援助といえよう。

おわりに

以上，東南アジアの閑業開発において，経済的に大きな役割をもつ樹木作物のうち，ゴム，

オイル ・バームについて ，その概要を述ぺるとともに ，一般に樹木作物iま ，その経済性ばかり

でなく，作物の組合せの上からも ，土嗅保全の上からも意義のあるこ とについて考察を行った。

- 1 3-



付表 l． ゴムの年表

1 4 9 3 -I 4 9 6 I コロンプスの第 2回の探検で現地人がラテックスでポーJレ，瓶，靴お

よび防水布をつくっていることが記載されている。

I 7 3 6 

I 7 6 3 

I 7 7 0 

I 7 9 I 

1 8 2 0 

I 8 2 3 

I 8 3 9 

I 8 6 0~7 0 

I 8 7 6 

La CondamineはEcuador でゴムがたいまつおよび水鉄砲に用

いていることを起載している。

少位のゴムがヨーロッパにもち帰られて珍重されていた。

フランスの化学者がゴムがテレピン油に溶けることを発見した。

英国の化学者の佃侶が偶然このゴムが鉛箔で吾かれたものを消すのに

役立つことを発見した。それ以後 IndianRubberの名がついた。

ゴムの自転車のチュープがはじめて出来た。

ゴムを Chewing gumに用いる事がはじめて行なわれた。 (Han-

cock) 

Mac Intoshが布に naphtha に溶かしたゴムを塗ってレイソコー

トを作 った。今日ではこれをMc Intosh と云う。

Good yearおよびHancockが和硫でエボナイトをつくることを発

見した。

アメリカの独立戦争でゴムの耐水性布の需要がのびてゴムのプームを

引きおこした。

Wickhamがプラジルで採集して種子をKewBot an i ca I Garden 

に送った。

I 8 7 7 (明治I0年） I Kewから 22本のゴムの苗がSingaporeBotanical Garden 
に送られた。

Singapoveのゴム樹が結果し始めその種子を各地に配布した。

1881 （明治14年） I • H . N . R i dle yが S i nga pore Bat. Gardenの函長となりゴ
ムを研究してTappingによりラテックスをとることを発見した。

I 8 9 3 I ・自動車工業の発達によりゴムの需要が拡大され始めた Ridleyの

すヽめでマラ ッカ生れの中国人Tan Chay Yanがはじめて

Havea brasiliensisの植裁を行う。

I 9 0 I - I 2 世界各地でゴムの植裁が試みられたが，余り成功しなかった。

-1 4 -
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1910-15 I ジキパおよびスマ トラで多収性の母樹が選抜され ，自然交雑で採種された。

I 9 I 8 

1928-31 

1937-42 

1940-45 ．． 
また合成ゴムの生産が始ま った。

1947-58 I 束南アジアおよび南米から新系統をとり入れ交配して芽接ぎにより。RRIM

7 0 0代が育成された。

I 9 5 9 -

1本当り穀物コ｀ム

芽接がとり入れられた。

したもので芽接したRRIM600-638が出来た。

6

6

 

l

l
 

3

0

 

・
 

4

9

 

人工授精が行なわれ優良系統の芽接ぎが行なわれた。RRIM500-529

I, 5 I 6 

RR IM 5 o o代のものと東南アジア特にインドネツアのTJ IR Iとの交配

1 8, 8 I 6 

世界第二次大戦中ゴムの代用品として． Russiandandel in (Taraxa-

cum kok-saghyz Rodin.)・メキンコのgnayule(Parthenium 

avgentatum A. Gray.)およびCryptostegiaspp.が研究された。

更に人工交配を重ねペルーより 4系統を母体としてとり入れる。Dothidella 

ulevの対策としてH.bent hami anaとの交配を行う。

付表 2. オイル ・パームの年表

．． I 4 6 6 

I 7 9 0 

I 8 2 2 

I 8 5 0 

I 9 I I 

オイル ・パームは西ア フリカ原産で，現地人は昔からその油を重要な自給食

、灯用等に用いていた。

ポルトガル人が西アフリカを探険し，その価値をヨーロッ パに紹介して注意

をひいた。 FFA (Free Fat Acid)が多いため品質はよくなかった。

パームオイ ルがNigeriaから英国に輸入された。

パーム核がNigeriaから英国に輸入されてマーガリン製造に用いられた。

ポイテ ンゾIレグ植物園に 4本のオイル ・パームが植えられた。その中 2本は

アムステルダム植物國から他の 2本はManr it i us 島から来た。

・スマ トラデリ ー地方にM.Ad r i en Ha I I et がアチエの Sunge i 

Li put，北スマト ラアサハンの PuluRadjaに植裁した。

• 同じ頃独逸人 K.Sch a d t がデリーの Tana h I t am Ul uに2,0 0 0本の

-1 5-



I 9 I 2 

1 9 2 0年代

I 9 2 5 

I 9 3 8 

I 9 6 I 

オイル ・パームを植えた。

マレーでM.H.FanconnierがHaI I et Erの協力の下にマレーンアの

Kna la Se I angorのRantanPongangにデリー種を植える。

アフリカでスレゴー．ナイゼリアでヨーロッパ人のオイル・パーム農園が始

まる。

スマトラの栽培面積

マレーンアの II 

スマトラの栽培面積

マレー ンアの II 

7 8, I 2 3 acre 

I 9, 0 7 9 n 

2 2 8, I O O 11 

7 2, I 4 3 11 

TrinidadでDothidella uleiの strainの研究を始める。

最近では雄性不穂を利用してHybrid vigorが考えられている。

- 1 6-
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グリ ーン・レポリューション

農林省熱帯農業研究センター

所長 山田 登氏

はじめに

緑の革命（グリーン・レポリューンョン）ということが，最近，主として農業経済関係の人々，

特に農業開発担当の人々から，盛んに提唱されている。

本日は，財団の要請により，このセミナーの会員および，財団の登録要員が「緑の革命」につ

いての正確な認識を持たれるために解説するようにとの命穎に基いて，その概略を述べるもので

ある。

1 緑の革命の起源

最初に，緑の革命を提唱したのは，アメリカ農務省 (U.S.D. A.) で農務長官特別顧問を

していた LesterR.Erown氏で， l9 6 5年に「アジアにおける農業革命」 (Agricul-

tural Revolution in Asia)なる論文を発表し．ついでミンガン大学の総長Chiif ton 

R.Wharton氏の「Gr e en Re vo I u t i on」で一般化し．更に， l9 6 8年FAOにおいて

も，新任の総長Boerma 氏（オランダの学者）の 5つのスローガンの 1つにかかげられるに

至った。

また， l9 6 9年カナダで行われた．第 20回のコロンポプラン協議委員会会議においても．

取り上げられた。

I 9 6 5年のFAO総会の決議に基いて作成された「農業開発のための世界指標計画」

(I.W.P.) においても．その資料整備後に，確立した米・とうもろこし・小麦などの高収量品

種 (H.Y.V.) の出現によって． LWP.の内容が一部影響され．更に．これが手直しの必要

さえも提唱されるようになって．緑の革命は．一層の関心を呼んでいる。

2 水稲の高収量品種の出現と緑の革命

(1) 国際稲研究所

1 9 6 0年フォードおよびロックフェラー両財団が，フィリッピン政府の協力のもとに，

Los Banos （マニラより南65km) にあるフィリッピソ大学農学部 (U.P.C.A.)の構

- 1 7-



内に，国際稲研究所(Int er na t i on a I R i c e Res ea r ch Ins t i tu t e = I RR I)を設

置した。

I 9 6 0年より閑設に着手し，実際の研究活動は I9 6 2年より行われている。

その陣容は，研究専門家は 23名（発足当時と殆んど同じである） ，行政職 7名（所長を

含む）であり， 8o haの圃場を持っているので ，その労務者 ，研究生および戟員のための，

宿舎等の管理者を含めて，職員総数は約 650名である。

研究室は次の各部に分かれている。

育

遺

栽

種 (Breeding)

伝 (Genetics)

培(Agronomy) •• 
生理 (Physiology)

病理（Pathology)

昆虫 (Ento叩 Iogy) 

化 学 (Ch em i s t r y) （土壌肥料関係）

品質 (Cereal Chemistry) 

微生物 (Mi c ro -Bio I ogy) （主として土襲微生物）

統計 (Statistics)

経済 (Economy)

農機具 (Engi nee r i ng) 

で経常運営喪年予算は， 200~23 0 万ドルである。

ここでは稲に関する各分野の研究を行っているが，それらの研究は，結局最大の目標とし

て，稲の優良品種をつくり出すことに集約されている。

すなわち，世界に誇り得る，実用的な優良品種をつくり出すことが．この研究所のフィロ

ソフィーである。

初代にして現所長は， RobertF. Chandler Jn.である。

1 9_6 6年， 19 6 7年に 2つの新品種 IRB,IR5を世界に公表した。

I 9 6 6年に公表した， IR 8はいわゆるMiracleRice （奇蹟の米）と呼ばれており，

従来の東南アジアの栽培稲とは全く異り，収曇性が著しく 高い。

(2) 世界の稲，インデカとジャポニカ型

世界の栽培稲は，大別して 2あるいは 3つに分類される。

•• 
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① O.S.Japonica （日本型）
Oryza Sativa 

② O.S.Indica （インド型）

または．更らに ③ 0. S. I n t e r med i a t e （中国型） とする。

それぞれの分布は次のようである。

① O.S.Japonica 日本．韓国．中国（東北．北支．および中支の一部）ヨーロッパ，

アメリカ．台湾

② 0. S. Ind i ca 以上のほかの地域（アメリカ，台湾を含む）で世界的に見て栽培面

．． が広い。

R O.S.Intermediate インドネンアのBulu と呼ばれる稲がそれで．同国ではBuiu 

とTjerehの二群があり， Tjerehはインド型， Buluは中間型で

ある。

台湾においては，日本型稲を蓬莱種とよび．中国では日本型稲を便稲，インド型稲を杜稲と

とよんで区別している。

大ざっぱにいって．両種の相違点の特長的なところは

lndi ca Japoni ca 

①粒形

．． ②草丈

細長 短円型爪

草丈高くて
分ケツが少い

草丈が短かく
分ケツが多い

け 単位面積当り収量の相違

Japonicaとlndica との間に ，単位面積当り収祉には①遺伝的な差があるとするも

のと，②違伝的な差はないとするものとに分かれていた。

①の意見は ，世界の統計を見ても，インド型稲が主として栽培されている熱帯よりも ・

日本型稲の分布する湿帯の方が明らかに収位が高く，それは両群の遺伝因子の相違による

ものであるとしている。この考えに基づいて，東南アジアの稲の品種の改良のために ，日

本型 ，イ ンド型両群間の交配を手段とすることも行われた。

即ち， I9 5 8年に， FAOが日 本型 ，イ ンド型交配育種計画（ Indica Japonica 

-1 9 -
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切 I R 5の出現

これは ．Retax Tangkai Rotanで作られたものである。

Petaは ．前にも触れたが ，草丈は高くて ．肥料をやれば多収性はあるが倒伏する。良
品種で戦時中．ィンドネンアで作られ，戦後フィリッピソ ．ィンド ，セイロンに渡って，

奨励品種になっている。 I R R Iの植物生理部長の吉田昌 ー氏が ．Nを I2 0~150kg与

ぇ ，竹の棒で支えをして人工的に倒伏しないようにしたところ 8~9トンも収穫している。

このようにPetaは遺伝的に多収性をもつが ，多収を得ようとして施肥すると草丈が伸び
て倒伏し ．減収してしまう。竹の棒で倒伏しないように支えてやる代り に低脚鳥尖の半矮

生遺伝因子を組入れてや り， 多収に向く草型（Plant type)を賦与したものが IR 

-2 o-
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8である。

Tangkai Rotan はマレーツアの品種で．藤のように太い丈夫な穂首のマレーンアジ

ョホールの在来品種である。

(3) 緑の革命提唱の動機

IRB,IR5の出現と前後して．小麦においても・高収伍品種が作られ ，とうもろこし

においても優良品種選出が得られるなどで緑の革命が大きくクローズアップしてきた。

小麦については， I9 6 6年フォード・ロックフェラー両財団が．メキンコ政府の協力を

得て．国際とうもろこし・小麦改良センター (Centro International de Mejora-

t imen to de Mai z Y.Tri go = CIMMYT) を設立し•そこで短稗の多収品種Mexi can

dwarf Wheatを育成した。その一方の親は，日本の東北地方で作られた小麦農林 I0号が

占領中アメリカに渡って他のアメリカの小麦と交配されて出来た品種である。

これらの，高収量品種 (H.Y.V.)があたかも産業革命において果したエンヂンの役割の

ごとく緑の革命を推進するというのである。

(4) I R 8の特性と普及性

I R 8の育種上の意義は大いにあるが，普及性については，技術者筋では，はじめから批

判的であった。その主なる理由は，

R 白葉枯病に対する抵抗性が極めて低い

④ 精米歩留りや食味の点からみて米の品竹が劣悪である

⑰ 栽培可能地が限定されている

R 本品種の高収祉性を発揮させるためには多位の施肥が必要であるが，現在の発展途上

国の農業の実態からみてそれだけの施肥をすることは色々な無理がある。

等である。

の 白葉枯病ー Bacterial Leaf Blight-(Xanthomonas Oryzaeによる病気）一

日本では，台風により傷ついたり，洪水で没水したあとに出ることが多いが，著しい減収

にはならない。熱帯では被害激甚で，病原細菌の病原性も強烈であり，とくに IR 8によ

く出る。

また IR 8はTungro 病というパイラス病（ヨコパイ類が媒介する）や稲の芯を喰う

Gal lmidge（イネしントメタマパエ）にも弱い。

（イ） 品質 ・歩留

食糧が量的に不足しているところで品質を問題にするのはぜいたくとも思われるが， 1
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日1回しか炊かないところで炊きたてはともかく，冷えると大変不味くなるとの批難が多

い。しかしそれにも増して．精米歩留が低いことが問題である。

第 2図は．この間の関係を示すものである。図中． C4 - 6 3はUPCA（フィリッピ

ン大学）育成の品種． Sigad isは Peta と同じくインドネツアで育成されたものであ

る。籾に対する全白米重の割合はどの品種も出穂後約 30日ともなれば最高に達し． 67 

~7  0％となるが．完全米の割合は収穫の適期．すなわち出穂後約 30日において IR 8 

は約 5396,IR5は40％で c.-6 3より著しく劣る。しかも収穫が適期より遅れれ
ば．砕米が急増して．たとえば出穂後 4 0日の収穫ではそれぞれ 40％または 30％と完

全米歩合が低下する。

（ウ） 栽培可能地の問題は，品種そのものの欠陥ではないが，重要な問題である。この問題を

解決しない限り，緑の革命は不可能である。病虫害や品質の問題は品種改良で耐病害虫性

を賦与したり，良質米に改良したりする手段もあるが，栽培可能地の問顆は簡単ではない。

東南アジアの水田の大部分は，天水田 (Rainfed-Paddy field)か． 洪水田

(Flooded P. f.)である。

天水田は．降った雨水を逃げないように湛水するので自然に深水となるから，改良品種

のような稲では苗が短かくて育たない。

洪水田もまた，深水で，ことに洪水期が進むに従って．水位が高くなり，在来の稲でも，

2回移植法といい，苗代に 1回移植して大きくした苗を本田に移植しなければならぬ程に

なるところも少なくない、

なお． 2回移植しても間に合わぬ地方は．減水期を待って移植するか，はじめから深水

向の稲．浮稲 (FloatingRice.Deep Water Rice)を作る。

浮稲は ，節間の生長が早く ，水位が高くなるに従い，節間が伸びて ，植物体の上部だけ

を水面に出し•生育期が終る頃，水位が下がり，水が引けば，稲は倒れるが，穂は結実す

る。

このような地域には， IR 8も IR 5も栽培できないので，面積が局限される。

I R 8. I R 5などの栽培可能面栢を推計する方法として，第 5表を分析して見ると，

いかに可能面積が少いかが判る。

I R 8, I R 5などの矮性稲の栽培可能田は，かんがい施設のあるところで・しかも，

2期作のできる程度にかんがい施設のととのった水田であると見るこ二が出来よう。

第 5表によると，全水田面積に対するかんがい面栢の割合は
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セ イ ロ ン 6 0 96 (3  I 6 l,OOOh<3J 

インドネア 7 4 (2,6,'.) 0 ’ ） 

フィリッピン 2 9 (9  3 5 ’ ） 

西マレーシア 4 4 (1  4 I ’ ） 

であるが，かんがい施設があるといっても極めて原始的なものが多いから，少し長い旱天

がつづけば役には立たなくなる。そこで 2期作可能のものを拾って見るとはるかに少くな

る。

セ イ ロ ン 4 3 ％ 2 2 8 l,OOOha 

インドネンア 3 I 1, I O 0 

西マレーンア 1 9 6 1 

フィリッピン I 5 5 0 0 

計 I, 8 8 9 

と半減する。

注：インドネンアの％の高いのはオランダ時代の努力によるものである。またセイロン

の％の高い理由は，その地勢と南西，東北の夏，冬両期のモンスーンがあるなどの

特性による。

匂 施肥位が僅少であること

経済的 ・社会的に基盤が貧弱でまた ，水の関係からの土地基盤もできていない。東南ア

ジアは施肥鼠も僅少である。日本などに較ぺて 1~2割しか施肥していない。政府の指導

方針 (Recommenda t i on)では，インド・バキスタンで， N4 O~  5 0 kg/haとい

っているが．実際には少い。

タイでは政府のRecommendationは I5 kg/ha としている。タイは他の国と異り

背伸びした指導方針は出さず．閑家の経済事情などの実情に則したものを出している。

この I5 k gでも•なかなか使えない。

IR8,IR5に必要な 15 0 kg/ha は， 経済的にも ，流通のチャンネルとしても無

理である。

(4) I R 8育成の意義

栴帯アジアの在来関法で従来栽培されて来たインデカ稲の一般的形質は．草丈が高く．栄

蓑生長が旺盛で．従って籾／ワラの比率が低いことである。この形質｝a数千年にわたって無

肥料で．深水の水田において生長旺盛な雑草との競争に打ち勝って生き残って来た歴史的な
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適応の結果である。このような稲に施肥すれば，ますます栄養生長が促進されて倒伏してしま

う。施肥しても増収が充分に期待されなく，低い収量に止って来た理由はそこにある，

これに反して IR 8など高収鼠品種は多肥しても倒伏しないような草型（Planttype) 

をもち・しかも感光性が著しく低く．いつ栽培しても短い生育日数で成熟する。そのため籾／

ワラ比率も高いという． 在来品種にない特性をもつ。この特性は前述のように在来の栽培環境

の下ではむしろ望ましく劣悪形質ということが出来る。しかし多収を得るためには，このよう

な特性が必要であり，今後の熱帯アジアにおける稲の品種改良の方向を明らかに示している。

この意味で．すなわち今後の稲品種の改良の方向とその可能性を明示したことは高く評価すぺ

きである。

同時に水田の基盤，栽培の条件をこのような品種の能力が充分に発揮されるように改良して

行くことこそ生産力の増大の途に他ならないことをも明示しているのである。この意味で本品

種の出現はまさに技術革新（Techical break through)というぺきである。

さて以上に感光性とか籾／ワラ比について述べたので，それについて簡単な解説を行いたい。

1) 稲作季と生育日数および日長

稲は短日植物で．日の長さが短かくなると栄養生長をやめて穂をつけ，成熟する性質をも

つが．在来のインデカ稲の大部分はこの短日に強く感応する性質をもつ。すなわち感光性が

高いのである。従って第 4図に示すように，播種期が早くとも，おそくとも，秋にな って一

定の短日にな ってはじめて穂を作り．成熟する。モンスーンの雨が早く来ることもあり，ぉ

そく来ることがあ っても，その水を利用して栽培をはじめると，刈取りは雨期のおわ った頃

に出来るという，自然に適応した栽培が成立する。かくて早く播種するほど，生育日数が長

くなって，後述する籾／ワラ比率が低下する。

I R 8や IR 5は感光性が極めて低く，おそく播いても早く播いても，ほぽ I2 0日位の

生育日数を以て成熟する。水があり，しかも洪水田のように深水にならないところでは 1年

に 2回作は勿論，無理すれば 4回作すら出来ないことではない。

2) 過剰栄養生長と籾／ワラ比率

感光性品種で生育日数が長くなると．いつまでも営養生長，すなわち翌葉の生長がつづく

ので，草丈はますます高くなり，翌葉の茂りすぎとなる。これを過剰栄養生長というが，そ

のような生育をすれば当然堂葉の生長した割には籾はとれず．古嬰のいう「草を作って実と

らず」の伏態となる。
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落葉の重さに対する籾の重さの割合は低下する筈で ，能率のわるい栽培となる。せっか

くの肥料を籾の生産に向けずに．堂葉のみ増大するからである。

第 5図1こ示すように営養生長性の旺盛なインデカ (HH.Murungakagan302など）

は平均 1日当りの乾物生産が大きいが，籾／ワラ比率は低く ，とくにNo （無窒素施用）

よりも N1 （窒素普通且施用） ，N1 よりも N2 （窒索二倍祉施用）の場合に低下が著し

ぃ。すなわち施肥によって甚しく籾／ワラ比率が低下するという特性をもっている。この

図で我国の農林 1号は籾／ワラ比率はほぽ I: lであり（地上部重位に対する籾鼠の割合

がほぽ 50％であるから） ．在来のインデカ品種に較ぺて非常に高いが ．IR 8、IR 5 

はまさに我国の水稲品種に匹敵する高い籾／ワラ 比率をも っている。このことは前にも述

ぺた通り，能率のよい籾生産能力を示しており，多収品種の具備すべき特性を明示してい

る。

3 各国における高収量品種の受け取リ方

(I) タイ国

タイ国の米穀局は，終始一貫 して農家による IRS,IR5の栽培を禁止している。

その理由は，

① タイ国は世界市場に名の通ったThairiceの輸出国である。 IR8,IR5を栽培し，

それが良質のThairiceに混入すればタイ米の評価をおとすおそれがある。

② 肥料の使用に対しては政府の補助があるが，それにしても施肥基準はNI5kg/ha 程

度と低いものであり・しかもこの程度の施肥すら行える農家は数少ないのである。かんが

い施設のととのっていない洪水田が多いので，せっかく施した肥料も田越しに流失するし，

天水田では雨が少いと，水不足となって，施肥の効果は現われない。従って，このように

水田の基盤がととのってないところに多伍の施肥を奨励することは ，ギャンプルを奨励す

るような結果となると言っている。

これに対して ，アメリカ側から ，質問があったが ，タイ米穀局長は，「ミラク）レライスが

それ程優秀なら何故アメリカで栽培しないか」の反論を加えている。

アメリカの試験成績は第 4表の通りで ，生育日数も長くなり ，IR 5では倒伏もあり ，

TNI （台中品種） XCI9545 と変りなく ，品質の面から見ても ，アメリカでの栽培に

は不適であると言われている。また ，膝元のフィリッピンでも IR8,IRS一辺倒では

ない。
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ただ．タイでは自国の品種改良事業に IR 8を親として利用して ．RDi • R D2 • R D 3 
と一連の改良品種を育成している。

(2) インドネツア

この国では． IR8,IR5を・大事にしている。

名称は． Petabaru -8, Peta baru-5と呼んで奨励している。

しかし． IR 8 は白葉枯にやられ•特に雨期に害が多くて．自国の改良品種の Sy n t ha

などより収位が少いので．その栽培は急減し．現在はもっぱら IR 5が奨励されている。

(3) フィリッピン

フィリッピンの農家の生産喪涸査における純益について見れば ．第 3表の通りで ，純益は

在来品種Malagk itを栽培した方が大きく．殊に同一股家で．両品種を栽培しているもの

においても顕著な差異が見られる。

その理由は．① IR 8は高収位の品種とはいえ．栽培条件のよくない農家では．試験場の

ように収量が上がらない，② IR 8の生産物が種子用として政府に買上げられていた時期で

は収鼠が在来種より．少しでも多ければ多いほど有利であったが．食用米として売出すとな

ると品種が劣るために在来種よりずっと安い値段となるからである。

また．フィリッピンにおける．奨励品種は． C4-6 3. Ct 8. BP 1 -7 6. IR8, 

I R 5を 1まとめにしてH.Y.V．としており．その分布内訳は不詳である。 C4-63,C

I 8はフィリッピン大学悶学部育成． BPl-76は農業天然資源省植産局で育成された品

種である。

(4) インドも台南 1号．台中在来 1号や自国の改良禎ADT27. Padma, Jaya等他の品種と

コミにしてこれを高収紅品種とよび．奨励しており． IR R I品種一辺倒ではない。

おわリに

緑の革命が期待するものに対し，技術的に分析を加えて．正確な認識を得られることにつとめ ，

併せて品種改良上の要点について解説を行った。

次いで，スライドにより．説明があったが．その主なものは次の通りである。

I R R I研究所の全容 （建物． I圃場．等）

チャンドラー所長外

コルネル大学とロスパニオス（フィリ ッピン大学農学部）間の教育協定による IR R I研
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修生の受入れ

インドの水田耕起風景

フィリッピンの黄色い苗の状態の苗取り

インドネンアの田植

タイのYellowovauge Leaf （パイラスによる）

タイの農道とかんがい水路

質疑応答

（問） 胴割米と品種との関連について

等

（答） 品種によって差はあるが，胴割米の発生は成熟期および収穫以後の籾が急激な乾燥と吸

湿とをくりかえすことによって起こるものであり．胴割米発生防止法としては要するに

それをさけることにつきる。内山泰孝氏が熱帯農業学会誌 I3巻 1号「カンポジアにお

ける砕米発生防止に関する研究」に手取り早く農家で行える方法を述べられている。ま

た熱帯週報もも出ている。 IRB,IR5の粒は Chalky といわれ．全体が不透明な

チョーク状をなし．，極めて砕けやすいという欠陥をもっている。

（問） IR-20,22および 24の特性について． IR 8と比較して説明されたい。

（答） I R 2 Oと22は19 6 9年末に IRR  Iから IR8,IR5についで発表された新品

種である。ーロで言うと， IR 8のもっている欠点を改良したもので， IR 8よりは品

質がよくなっており，イモチ病，白葉枯病およびメイ虫に対する抵抗力も増大している．． が，その反面堂が弱く，多量に施肥すると倒伏するから，収量的には IR 8に及ばない

とみてよい。

I R 2 2も米質，耐病性について IR 8を改良したもので， IR 2 Oよりは堂が強いの

で倒伏しにくいという。両品種とも感光性が多少あるので，長日のところでは生育日数

が長くなり，例えば北インドでは I60-1 65日もかかる。

I R 2 4は 19 7 1年に命名発表された新品種で，その特長は IR 8の品質が大巾に改

良されたもので，低アミロース含位品種といわれ，たき上りの口ざわりが IR 8と異な

り，ゃわらかいのが特長である。雨期の栽培では IR 8に勝る収駄を示すことも 1つの

特長であるが， Tungroパイラス病や白葉枯病に対する抵抗性は改良されてないので，

- 2 7 -



これらの病気の多発するところでは栽培しない方がよい。

（問） I RR Iの高蛋白米の育種について．現状と見透しについて

（答） I RR Iではここ数年高蛋白米の品種改良をしようとしている。開発途上国の人は，食

糧はでん粉質食糧で．動物蛋白が足りないが．今直ちに畜産普及ができないので米の高

蛋白が重要である。

とうもろこしについて， Iy sinの高いものが，突然変異ででき． Opaque-I, -2 

という。

日本では，農林 18号に放射線をあてて，高蛋白をつくった。これらに刺戟され．

I RR Iでも，稲の高蛋白研究をはじめ、今は 1日30 0点づつを分析して・高蛋白の

ものを， Screeningしている。

ただ．分析上困るのは，成熟の段階のちがいで蛋白質含祉が異なり 1つの株でも

熟した穂のものが蛋白質の率が高いことで，本質的な特性か，肥料および生育度による

相異かの区別判断が．難かしいことであるので，サンプリングの方法を検討している段

階である。

USDAは数年前，世界中より米を集め．蛋白質やその他種々調査しているが，品種毎

の特性は示されていない。 IRR I ではまず世界中の品種から高蛋白のものを選出し•

次に高蛋白の遺伝形式を研究し．それに基いて高蛋白の優良品種育成を展開しよ うとね

らっている。

なお，アメリカのKe!log-Foundationは，食品会社系の．財団であるが．ポ ップコ

ーンやRiceKri espyを作り，スローガンとして， 「とうもろこしは我社のKing,

米はQueenである。米にはNaが少くて． Naの多い小麦は高血圧によくないか．米

は安全な食餌である」と宜伝している。

（問） IR-8,IR-5は出穂の期間が長くて．穂揃いが悪いので，そのため不完全粒がで

きるのではないかと思われる。この出穂や，分けつを揃えることについて． IR R Iで

は何か研究されているか。

（答） 研究はやっている。植物生理部長の吉田昌一博士が．基本的に分けつの問題と取り組ん

でいる。しかし IR8,IR5は在来のインデカ品種に較ぺれば格段に分けつも揃うし・

出穂も斉ーであって我国の品種と大差はない。

ただ，高緯度で作ると，出穂がおくれたり、不斉ーとなる。韓国で栽培すると出穂する

のに 30 0日位かかるという。緯度のみならず、温度が下がると出穂がおくれる。
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西バキスタンなどは水が少いので，生育期間が短かい必要があり．在来品種で． 85日

で成熟するに比し． IR-8では I5 0日以上かヽり．その分だけ水が余計要るので普

及に困難がある。緯度の高いところでは，穂の出方もパラパラである。

しかし前述の通り IR -8の砕米の多い理由は，粒そのものが Cha).kYであることで

ある。

以上

（文貢在財団）
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東南 アジア諸国 の土地制度

（講 演 要 旨）

アジア経済研究所
主任調査研究員

滝川 勉氏

は じ め に

本日の命題は ．アジアの土地制度であるが，主として東南アジアにしぽり ，時間の都合もある

ので，概括的な点について述ぺることとするので， 一般的な観念をr國んでいただければ幸いであ

” 
る。

・

l 土地制度の実態

一般に，常識的な漠然たる通念では．東南アジアでは．殆んどが自作農であると見られてお

り，学者の中にも同様な見方をしている人がある。

東洋史の大家 ．岩村忍氏が 4 I年に出した講談社の現代新書「アジアの見方」によれば．陳

南アジアでは．自作悶が一般的で ，不在地主や大地主はあまりない」と書いてある。

広大な地域に．人口も比較的に少ないので ，自作腹が一般的のように見られるが．これは実

態と合わない。

このような見方をすると，例えば戦後に東南アジアで起きた監民運動 ，即ち．フィリッピン

のHuK運動．ィンドネンアでの，先頃までの大きな共産党運動．南ペトナム解放民族戦線な

どが．農民から大きな支持をうけたことの基本的な問題点の理解が．できなくなる。

なるほど．カリマンタンやサラワク ・ラオスの山奥．インドネンアの島の僻地など ．未開の

地では自作農が多いか，或は部族的共同体的な土地をもっている例はある。そこでは ，焼畑な

どが行われて ・土地の所有権の問題は少ない。

しかしながら ．平地で ．悶業が定着して行われ ．閑業生産のウエイトの大きい中心的な農業

地帯が，問題は大きく ，且つ ，一国の将来の動きを考える上でも重要である。

中心的農業地帯と ，周辺的腹業地帯とに分けて考察しなければならない。

中心的農業地帯は ．フィリッピン ・中部ルソン．南ペトナム・ メコンデルタ，タイ ・中部平

野 ．マライ ・北西部（ケダー州） ，ピルマ ・イラワジデルタ ．ィンドネシア ・ジャワ島は何れ

も ．それぞれの国でも ．農業が非常に発達し， 生産水準も高く ，交通も ，商品 ．貨幣経済も発

達していると ころである。
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これらの中心的農業地帯においては，小作農が多く，且つ，地主と小作との関係が，基本的

な問題であり，今後ますますその関係は拡大する傾向にある。

2 土地所有の統計的考察

東南アジアは，一般に統計が不備であ るが ，特に土地所有の統計は一層不備で，むしろ殆ん

ど過少である。

調査時点も古いが ，現在利用できる資料について， 国別に掲げて実情を考察すれば，以下の

ようである。

(1) フィ リッピン

最も新しい統計 (I 9 6 0年）は，第 1表，第 2表の通りで ，フィリッピン全土において

は，自作戸数は全体の約半数であるが，穀倉地帯，中部Jレソン（マニラの背後地5州）では，

小作 65％，自作約 20％弱であり ，最も治安の悪い， バンパンガ州では，小作が 85％を

占めている。

第 1表(a) フィリッ ピン全体 (I 9 6 0年）

農場数 (1,000) 農場面積 (1,0 o oh a) 

実 数 ％ 実 数 ％ 

自 作 農 9 6 8 4 4. 7 4, I 3 3 5 3. 2 

自小作農 3 I I I 4. 4 I, I 4 0 1 4 7 

小 作 腹 8 6 5 3 9. 9 2, 0 0 0 2 5. 8 

農場管理人 3 0 I 3 6 5 4 7 

そ の 他 2 I 0. 9 1 3 4 l. 7 

A ロ 計 2, I 6 6 I O 0. 0 7, 7 7 2 I O O 0 

どのような地主制なのか．この表では判らないが， I9 5 3年に，アメリカの援助機関

(U SOM)の行っ た調査によれば， フィリ ッピン全体で，

50ha以上の地主 I 4,0 0 0 

1.000ha以上の地主 2 2 I 

とな っている。

日本で，小作制が最も大きく展開していた大正末期で， I,0 0 0 ha以上地主が 22戸で
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第 1表(b) 中部）レソン地域 (1 9 6 0年）

殷場数 (1,000) 腹場面積(1.0o Oh a) 

実 数 ％ 実 数 ％ 

自 作 腹 47 I 9 5 l 2 3 I 8.9 

自小作農 35 I 4.4 9 9 I 4.9 

小 作 腸 l 5 5 6 4 7 3 8 5 5 8.2 

農場管理人 0.3 0.1 4 5 6.8 

そ の 他 3 1.2 I 0 I. 5 

A ロ 計 2 3 9 l O 0.0 6 6 I l O O 0 

鉗 中部ルソン地域はプラカン ，パンパンガ，タルラク ，ヌエバエンハ ，パンガ

ンナンの 5州を含む。

Philippine Census of Agriculture 1960 

あったのに較べて． I0倍にも達している。

約：当時日本最大の地主は，山形県酒田の本間家で， 45ケ町村 I,7 5 0 haであり，

次いで新潟の斉藤，市島などが大きいが，フィリッピンではこれでは小さい方である。

アジア経済研究所の一研究員が 1昨年行なった調査によれば， 4,500 haを持っている地

主があり，また私が調べたところでは ，7,000 ha （砂糖キピを作っているが）を持ってい

る地主も居た。真に，誰が最大の地主かは不明で ，10,0 Ooh a も持っているともいうが会

ったことはない。

このような大地主は，腹村には居らず．不在地主化し，マニラあるいはその他の地に生活

し．現地には，管理人（差配人）を置いている。

マニラの郊外フォ ープス ・パークは ，高級住宅地帯で ．恰かも，アメリカ・ハリウ ッドの

郊外の感もあるが ，この地には，軒並に．大地主が住んでおり．また，マニラに隣接する首

都ケソン市にも住んでいる。かれらは，自家発電．プールを持ち・毎年新車の自動車を購入

し．ホンコ ン．日本．アメリカ，欧州などへ毎年旅行しており． パーティーには専問の楽団

を呼び，ホステスに映画俳優を呼んでいる。

昨年から，今年にかけ数力月続いたマニラ学生デモの際には，ヒルトン，或いは，コンチ

ネンタルホテルに数力月避難して， 1フロアーを借占めした例もある位である。

-3 3 -



(2) 南ベトナム

戦後の統計は無い。しかし： 93 2年にイプ ・アンリーの著した「仏領印度支那の農業経

済」による統計は，第 2表の通りである。
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この表で見るように，解

放戦線の支配している南部

ベトナムの中心は，メコン

デルタである。

この地帯では， 230万

haの土地所有者について ．

5 ha以下所有者は 7 1. 7 

％で，面積の 12％を占め

ているのに． 5o ha以上

所有者は． 2.4 6％で面積

の44％を占めており．反

対にアンナンでは． 5ha 

以下所有者は 98％で面積

の 50％を占め． 50 ha 

以上所有者は 0.0 l 96,面

積の 10％を占めているに

過ぎない。

このようにメコンデルタ

地帯では貧農や小作農が多

いが，これが解放戦線の支

持層となっている。

なお，ベトナムでは．村

有公田なるものがあり，特

にアンナン地区にその面積

．． 

．． 

が多い。

甜 これは村が所有しており．

希望者に定期的に貸して耕
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作させ，小作料を村の収入としている。

(3) インドネンア

この国も統計がなく，僅かに I9 6 3年のがあるだけである。

第 3表 ジャワ ・パリ島土地所有状況 (I9 6 3年）

総面積
所有者耕作面積 非所有者耕作面積

(1,000ha) 実 数
％ 
実 数

％ (i,OOOha) (!,OOOha) 

西 部 ジ ヤ ワ 1,498 IJ 3 4 7 5.70 364 24.29 

中 部 ジ' ヤ ワ 1,B21 1,408 7 7.3 2 4 1 3 2 2.67 

東 部 ジ ヤ ワ 2,120 1,444 6811 676 3188 

ジョクジャカルタ特別州 19 3 I 54 7 9.79 39 20.20 

ジャカルタ特別州 I 5 I 3 86.6 6 2 1333 

計 5,64 7 4,1 53 73.50 1, 4 9 4 26.50 

ノく リ 島 251 183 7 2 90 68 27.09 

鉗 Statistik Indonesia 1964-1967,Djakarta.1968,プランテー ンョン

農業は含まれていない。住民閑業のみ。

小作面積もかなりあり，東部ジャワは，約 32％であり ，また，中部ジャワでは，これま

で共同体所有がつよいといわれているのに，辿地の 23％が小作面積となっている。

パリ島でも， 27％が小作地である。

ジャワには村落（desa)にTanah Bengkok （戟田）という土地がある。

これは村の役職（村長，苔記など）の生活のため，その人に割当てるもので，この人は，

この土地を小作に出して荘らしを立てている。

この職田が ，何時の間にか，世襲職と相まって，私有化し ，地主，小作関係となったもの

が多いといわれており，したがって地主的所有の規模は比較的小さい。

また，ジャワ，パリ島では，土地を持たない農業労働者が多く，燐民の 6割がそれである

といわれている。

土地を持たない，農業労働者は ，フィリ ッピン ，マ ラヤ，タイにも多く存在する。
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(4) マラヤ

北西部に米作地帯があり，第 4表の通りで，こヽでは自作，小作の面粗が，ほぽ半であ

るが，米作中心の州は小作の面積が大きくなっている。

第 4表 北部マラヤ土地所有状況 (I9 5 8年）

自作腹経営面積 小作腹経営面積

州および地区
実 数 実 数
（エーカー）

％ 
（エーカー）

％ 

ベ Jレ リ ス 2 4,27 3 53.2 21,333 46.8 

ケ ダ 120,894 4 4.0 I 53,972 56.0 

プロピンス
I 2,516 38.0 20,463 620 ウェルズリー

ケランタン 72,478 50.9 69,949 4 9 I 

ク リ ア ン＇ 41,198 5 6.7 3 1,4 1 5 43.3 

＾ ロ

計 27 I,359 4 7.8 297,132 522 

囲 T.B.Wilsaon,The Economics of Padi Production in North 

Malaya, Part I, June, 1958 

(5) タイ

タイは，つい最近までは，自作器の国だと 一般的にいわれていたが，そうでないことが次

第にはっきりして来た。

I 9 6 8年殷林省は，中部タイ 26県について，悉皆調査を行った。

第 5表の示す通り，中心 95郡では，小作農の腹家戸数約 35 96'面積で約 33 96（自小

作兼業のものを合わせれば約 50％に達す）。

周辺部は，小作は，戸数で約 996,面積で約 IO 96（自小作兼業を合わせれば約 I4 96) 

である。

これで判る通り，タイは自作悶の国とはいえず，その他の腹林省や大学の調査によっても

同様のことがしだいに明らかにされつつある。
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第 5表 タイ土地所有状況 (! 968) 

喜
チャオプラヤーデルタ (9 5郡） デルタ周辺 (7 3郡）

農家戸数 保 有 地 農家戸数 保 有 地

戸％ ラ イ ％ 戸 ％ ラ イ ％ 

自作農 1 10,975 4 3 4 3,1 34,8 7 2 3 6.4 2 335 8 9 804 5,7 7 55 99 80.4 

小作農 9 0,5 2 2 3 5 4 2,811,388 327 22,446 87 684,221 9.5 

自小作農 64,139 2 5 1 2,680,680 3 1.2 18,882 7, 1 8 0 2,4 29 I 1.2 

A ロ

E ＠ 
1,3 7 9,5 4 3 16.0 3 44,0 6 I 4.8 

d 迂
1,433,182 16.7 326,378 45 

計 2 5 5,7 35 1 0 0 0 8,601,343 1000 258,518 I 00.0 7,187,808 1 00.0 

~ 1ライ ＝0.1 6ヘクタール

（出所）LandPolicy Dirision, Land Economic Report 1968 

上記の百分比の合計は 100にならないが，この誤差は原表に由来するものである。

（友杉孝「 19 6 8年中部タイ， 26県土地経済調査」アジア経済研究所）

昭和 45年

(6) ピルマ

統計が最も判りにくい。軍政がしかれ， 53年に農地を国有化して，土地改革をやったこ

とになっているが，土地改革はうまくいっていない。

政府の発表によると， 19 6 7年～ 68年の識査で，

自作農 64%  

小作農 3 6 

（自小作は表現されていない）

となっており，この国でも小作がかなり残っており，特に，地域的に，イラワジデルタに小

作が多いと思われる。

（附） 地主の統計は以上のように，国々で容相を異にするが，総括的に云えることは，現

在もとくに中心的農業地帯では相当根強く勢力を持っている。その実数把握に当って，

土地台帳が確立していないので正確な資料が得られないことはいうまでもない。
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3 地主． 小作関係の経済的考察

(1) 小作料形態

小作料の基本的形態は．概括して

① 現物制（籾あるいは稲のま).)

② 刈分け，分益

（一定比率で分け合い＝額を固定しない）

のものが多い。その起因は，このような地域では生産力が比較的低く，且つ収量の変動が大

きいので，定額では無理があり．たえず減免問題が起きて．処理も厄介であることにある。

東南アジアには，天水田あるいは氾濫田が多いので刈分けは合理的である。

しかし，悪い面もあって．増産意欲が減退する。

(2) 小作料率

小作料は定率で，大体折半が多い。

そのほか．地主 6:小作 4、4 : 6, 3 : 7など区々であるが，大体 5 : 5が多い。

(3) 負債問題

生産の低いところでは．折半だと高率地代といわざるをえないので小作農の負債が増える。

苦しい中で，病気，冠婚葬祭．家畜の死亡などが生ずると借金する。

金融Jレートもないので，高利である。地主．高利貸，商人．精米業者から借りる。概

して利子は高いので．慢性的負債となる。

自作農も，同様．不時の負債から慢性負債となり，遂には土地を手離すことになる。

◎ 買戻約款

フィリッピンではPrenda,マラヤではJual Janjiと称する買戻約款がある。

農民は金を借りる場合．土地を貸手に一時的に譲渡し ．借金を完済した場合にふたたび

土地を取り戻すという約束を結ぶ。その場合．借手はその土地の小作人となって，小作料

の形式で利子を支払う。

マラヤなどの回教国では，利子禁止法があって，表面上利子はとれない。フ ィリッピン

においても高利は社会的批判が多いので高利はとれない。これをくぐり抜ける方法として，

買戻約款が考え出されたのである。

そこで ，小作料の形にして，借手からかくれた利子をとるのであるが．小作料は一般に

高率（折半が多い）であるから，利子は実際上きわめて高利となる。そのために元金の返

済はきわめて困難となり ．結局借手は土地を貸手に渡さざるをえないことになる。
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このような買戻約款は各地に見られるが，東南アジアで土地所有権の移転．したがって

地主制の形成を容易にする重要な一要因であり，悪弊であると考えられる。

さて•以上のような基本的要因から．閑家が貧しいので．農村の開発も十分に進まない。

卑近な例であるが．フィリッピンに青年協力隊の協力者として指導に当ったK氏の話であ

るが．北部ルソンに農業技術普及の模範腹場を作り，附近の農民を渠めて指導した。

その農楊で．能率を上げるため，高貨金を払ったが思ったように働かなかった。

高賃金は借金の返済やその他に廻して．本人の力にならなかった。そこで貸金は普通貨金

に戻し．その代り朝昼の食事を与えたところ．よく働いた。貧しい状態にあると高賃金経済

も成立しないという話であった。

働かない原因となっているものを除くことが必要で．現行の地主制とか，高利負債の制度

を改めることが前提であろう。

(4/ 伝統的な小作関係を維持するメカニズム

地主制度を成立させ．伝統的小作関係を維持させているメカニズムがある。

それは．高い人口増加率で．日本の増加率 1％弱に対し・

東南アジア 平均 3.0 96 

フィリッピン

インドネンア

夕 イ

マラヤ

3. 5 

2. 3~2. 4 

3. 0 

3. 3 

．． 
である。

イソドネンアでは． 4~5年にして．東京都の人口に匹敵する約 I,0 0 0万人が増える。

工業化が相対的におくれ増加人口を十分に吸収しえないので．大部分が閑村に滞留し．これ

また．小作農民にもなれず，農業労務者になるに過ぎない。これでは生活できないので•都

会のスラムに流れ込み結局犯罪などを犯すことになりかねない。

1昨年の例であるが．人口 30万人位の町．ジョクジャカルタ（この地は日本の京都とも

いえる処であるが．かつて共産党の最も強かった地方を周辺にもっている）の銀座通で．昼

は旅行者向けの土産物売り．夜は道路上軒並に寝ころんでいる農村出の無戟者を見うけた。

これが．小作閑の予備軍ともいえるもので．或る意味で地主小作制度を維持している。

マニラでも．パンコック．ジャカルタでもスラム街の存在が社会問題化している。
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4 地主，小作関係の社会的考察

社会的関係を述ぺることは，なかなか六かしく，涸査も充分行われていない。

端的に分類して表現することも冒険であるが，傾向としては充分裏付けがあるので，私は，

「中国型」，「日本型」とに分けて考察し，それから東南アジアを考えて見たいと思う。

(a) 「中国型」

中国型は，ドライで，地主は，小作人から徹底的に小作料を取り立てる。

次に述ぺるのは，極めて特異な例のようにも見えるが，最近「収租院」という画集が中国

で出た。

これは，四川省の地主が，小作料を納入させる場所＝収租院における小作料の取り立てか

たを，泥人形で展示したものの画集である。

モデルにな ったのは，四川省の劉文彩という大地主で，解放前の事柄である。

この地主の規模は．

小作地約 8.o o o ha 

銀 行店舗数

質 屋

倉 庫

貸 家

精米所

邸 宅

学 校

となっている。

I 2カ所（上海にもあり）

5,  

2 7,  

I, 5 0 0余軒

I 0カ所

2 8 " 

l 校

この大地主の成長経過はどうであったか。

小作料として持込んだ籾は ，風力の強い唐箕にかけて悪い籾を吹き飛ばす。 I石の上質の

籾が 7~8斗にな った と云う。枡は斗枡というのが 1斗 2升入りで計祉する。足らぬときは，

規定磁になるまで，折かん，子供などの質，或は水牢責めなどで，時に死に到らせる。そし

て不作の年といえども決して減免しない。

兵隊を持っているので腐民は粒き寝入りとなる。

(b) 「日本型」

日本では，地主，小作を親分，小分或は親方 ・子方と呼ぷように家族的で，湿情型である。

不作の年には，恩を売って減免も行うという，ウェットさが基本的にある。
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その具体的な，典型的な表現は，大正末期に制定された，小作調停法である。

東南アジアの実態はどうか。種々のデータから判断するに，中心的農業地帯にあっては，

不在地主化，貨幣経済化の傾向とも相まって．中国型を指向しているが，周辺部の生産力の

低い自給的色彩のつよい地域では，日本型を指向しているといえよう。

5 農地改革問題

地主・小作の深刻な関係が発展し，特に，各国の中心的農業地帯でこの関係が緊張して来る

と，社会不安が潜在化するので，国としても，治安の上からも，農地改革を真剣に考えなけれ

ばならない。

フィリッピンや南ベトナム，ビルマ，インドネンアなどは農地改革を実施しており，セイロ

ンでも小作者に土地を与えて，小作者の不安を解除しようと考えるようになって来た。

しかし，実際には，農地改革はうまくいっていないで，きわめて不徹底である。

その最大の原因は，その地方の政治支配者の多くが地主であることである。

また，農地改革を行うために多くの金がかヽるが，その予算が国会で承認されないことであ

る。

この点では，日本の戦後の農地改革は世界でも稀に見るほど順調に行われた。それには．そ

れだけの特殊な条件が日本に整っていたからである。

農地改革が比較的うまく行われた例としては，日本の外に台湾がある。これは主に政治支配

層が土着でない外省人であったためで，土地に関する利害が少なかったことに理由づけられる。

韓国はこれとは対距的で，努力はしたが，思うようにやれなかった。政治支配層が土地に利

害が深かったことによる。

フィリッピンでも中央政府は．努力しており，その説明バンフレットを作って・地方におろ

しているが，うまく滲透しない。

笑えぬ実話として ．中央政府の役人が．バンフレットを持って村に行き．村に入る前に先づ

町長を訪ねた際．町長が配ってやると云って預ったが．その後町長はこれを配っていないとい

った実例がある。町長自身が多く地主だからである。

このように ．農地改革がやりにくいが．そのまヽ放置すると農民が立ち上り．これを抑える

に軍隊を使うことも起きる。力と力との対立も生じかねない。南ペトナムがその例である。
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おわりに

以上，東南アジアは，一般的にいわれたような ，自作農の国々でなく，中心的農業地帯におい

ては．貧しい小作農が多く，また翡業労働者がはんらんして．農業問題が深刻化する傾向にある

ので，嬰地改革も必要とされながらも，基礎条件に欠けているため，農地改革を進めることには

支障がきわめて多いことを概括的に述ぺて，結論としたい。

質疑応答

（問） カンポジア，パッタンパンの周辺に． 7,o o o haを持っている地主があると云うが．

参考になる文献はないか。

（答） 日本訳はないが．フランスのJ.De Iver t氏の[LePays an Cambodgi enJパリー．

I 9 6 I年が出ている。

パッタンバンに 7,000 haの地主はあると聞いているが．登記がないので正確なことは

判らぬ。

（問） 刈分配分率について．地主と小作の力の差による相違の具体例として何か典型的な要因

があるか。

（答） 1 9 6 3年の例であるが，）レソン島西北部の Ilocos Norteと． Isabe I aとは近接

しているが． II oc OS は人口が多く土地の余裕がないので小地主であるが地主の力が

強いので 5: 5であるが． Isabelaは新開地で大地主であるが土地と余裕があるので

7 : 3,または 6 : 4と小作が有利である。

中部）レソンでは． 5 : 5も多いが， 6 : 4で小作が有利になっているところもある。こ

れは人口が多く土地に余裕が少いが．この地方で農民運動がはげしく．現に農民が武器

を持って立った例もある位であったことによる。

（問） 政府が農地改革を進めるにおいて．支障となっているのは．主としてどの部分によると

考えるか。

（答） フィリッピンでは前に述ぺたように武力で抑えるばかりでなく．他方で農地改革に努力

はしているがうまく行かぬ。

第 1に．予算が得られない。

農地改革をやるには土地台帳とか ．多額の識査費等が要るが，土地台帳でも．フィリッ

ピンでも 2割しか整備していない。
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その他に準備の費用がいるが．これらの予算は国会で削られてしまう。予算がないと農

地改革の法律ができていても，実施ができない。

フィリッピンでは．地主の土地に対する執着を減らす方法として．土地課税を現行の 1

％ （州税で評価額の 1％である）を 5％に上げようとしたが．その案はつぷされた。し

かもこの 196さえも半分もとれていない。地主は（也の土地に散在していて税がとれぬ。

ペトナムでも，村役場の準備がなかった。

非常に問題があるので時をかせぎ．なんとかメカニズムを作ってやろうとしているが．

間に合うかどうか。大戸専務いかがでしようか。

ひ戸専務）農地改革のための取り進めは．フィリッピンで中々むつかしいだろう。フィリッピ

ンの小作制度で特異な事は．日本の小作人は肥料その他のinputは小作がもつのであ

るが．むこうではinputは全部地主持ちであり．小作人は実質的には．殷業労働者で

ある。ということは．日本よりずっとおくれたものである。日本の小作人というのは相

当高い段階に来ている時．農地改革がおこなわれたという事である。もう一つ．日本の

農地改革がやりやすかったのは．戦時中の米価統制． 二重米価制度，また以前からあっ

た小作詞停で地主の土地への力が弱まっていたのである。つまり米の統制で小作人が政

府に売る米の価格（生産者米価）として．地主が政府に売る米の価格（地主米価）より

高く定められており．この結果，地主が土地を持っていることの経済的利益は非常に少

なくなっていたのである。東南アジア諸国では．土地台帳も完備していないので農地改

革の法律を作っても．実施が困雄である。又 ．同じ国でも ・地域によ って小作制度の態

様が異っており．全国画ー的な農地改革では実効が上がらない。

（滝川）まさにその通りで． フィリッピンでは．地域を限定して． landreform Di strict 

（プラカン，パンパガヤ．タルラック．バンガンナ．ノエペンヤ）を作ってそこに．重

点的に財政を投入して，インフラストラクチャーなんかを政府が作ったりして．限定し

た地域で進めている。ところが，政治のかけひきとか．他の農民の要求もでてきて．ど

んどん広げて行く 。そうすると限られた予算でありながら地域を次々に広げて行く

と結局， 全国的に行うことと，同じである。それとは別に地主の土地に対する魅力を

地主からとるため土地課税を行っており．現在フィリッピンでは．土地評価格の 1％が

土地税（中央の税金でなく州，県の税金である）でこれを 5％にしようとする動きがい

つもでるが国会でつぷされる。

（問） フィリッピンでは．農地改革のための専問農業技術員を設けたと聞くがどうか。
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（答） 専問の普及員を設けたかどうか ，聞いていない。なお ，3年前の話になるが ，農村まで

は普及員は来ず ，町までしか来ていないという話もあ った。

（問） 広域に亘る地主の ，収納米の処理はどうなっているか。

（答） 地主が各所に点在する倉庫を持っていて，倉庫を指定して搬入させ保管している。農協

は弱体であるので ，米の市場は ，地主と，商人で支配している。

フィリッピンでは，現在年間 40万トンの米を輸入しており ，RCA （米穀局）は輸入

米で都市の米市場操作を行 っており ，米価問題は今後も大きな問題となろう。

（問） 外国からの技術指荘者は閑村まで入っているか。

（答） 閑村まで入っているようだ。

なお ，嬰地改革の指辺にこのような考慮が払えぬかとの意見には，外国人が政府に関与

することになり ，当を得ないであろう。

以上

（文責在財団）
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熱帯農産物の貿易事情

（講 演 要 旨）

東京大学助教授 逸 見謙 氏

．． 
はじめに

熱帯農業を開発するには，その生産性を高めることの重要であることは勿論であるが，同時に，

その市場性を考慮した指尊原理によって，それが進められなければならない。

熱帯農産物の貿易事情と，その特殊性を活かす方法を考察することによって，指導原理の一端

をは握されれば幸である。

．． 

l 熱帯農産物の市場性による分類

熱帯から輸出される農林水産物を．貿易上の見地から．次の 5つに分類し熱帯悶産物の地位

の所在を考察する手段とする。

① 第 1分類⑥t合農産物）

米．小麦．とうもろこし (Coa rs e Gr a i n) ・肉．魚類．砂糖，油料種子．植物油脂．

若干の果物，タパコ，バルプ，紙などを第 1のグループとする。

このグループのものは，熱帯の国々で作られ，輸出される殷産物であるが，同時に温帯で

も作られ，直接競合関係にあるものである。もっとも中には砂糖のように原料は異なるが，

製品で同じものを得られるものも含まれる。

② 第 2分類（原料農産物）

一般には．原料品といわれるもので，羊毛，棉花，皮革 ，ゴム，若干の木材などで，この

グループのものは，単に温帯の農産物と競合するのみならず，温帯で作られる合成製品即ち ，

化学工業製品とも競合する。例えば，皮革は，合成皮革とも競合し，また，この中に ，ゴム

のように，石油製品と競合するものを含める。

③ 第 3分類（熱帯農産物）

熱帯特有の農産物で，コヽア，茶，コーヒー等飲料原料，香料（スパイス） ，特殊な熱帯

木材（ラワン・チーク） ，若干の果物（パナナ ，熱帯性各種果物） ，ナ ットなどを含める。

④ 第 4分類（熱帯性稀少 (miner) 腹産物）

熱帯性の稀少な農産物で，現在は統計的にも，用途からも余り知られていないものである。
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例えば，中南米産の口紅の色に使われる澄々色の木の実の如きものや，あるいは最近山で

見つけたというスパイスが，従来のものに競ぺて優秀な素質を持っているといったような，

余り知られていないが，大きな発展に希望をつなげるものがある。

これら輸出の将来に希望をもたせるもので，今は目立たっていないものを含める。

⑤ 第 5分類（加工腹産物）

加工された形で輸出される悶産物を含める。

2 分類の意図するもの

前述のように分類することの意図は熱帯農産物の国際市場における特徴を明らかにすること

である。直接競合関係にあるものは勿論であるが，一見熱帯の特異性を発揮していても，先進

国の多くが代替製品を生産するように追い込むと，市場性が将来不安定になる。熱帯農産物

（第 3分類）をこのような事態に追い込まないで安定した市場を確保することが極めて大切な

のである。換言すれば，現在熱帯嬰産物の優位性をもっているもの（第 3分類）のものを長く

この分類にとどめることを考える上でも有利だからである。

例えば，現在，第 3の分類に属している．スパイスは．且っては．第 4の分類に属しており，

新大陸発見の動機ともなり．関心が大きか ったため ．イソドネンアのスパイスを求めて．戦争

まで起したこと，また．ゴムについて見れば．プラジルの山奥に見つけられたゴムを，インド

ネンア，マライにプランテーンョン化した。その需要が更に大きくなり足りぬとなれば合成ゴ

ムが現わ几て，第 2の原料腹産物のグループに属することとなる。

このように，④のグ）レープが③になり，やがて②になることを思えば，熱帯としては，④の

グループを多く開拓し早く③にまで発展させ，③のグループに長くとどまって，②のグ）レープ

にならないことが望しい形であろう。

3 分類別に見た貿易の変遷

各品目毎の貿易上の変遷を辿れば，前述の④—®—②の経過が明かにできる。

この問題を理解することは，熱帯開発に極めて重要なことと思われるので， 2~3の例にお

いて若干詳しく経過を述ぺた上で，総合的変遷を統計により考察する。

(a) 香辛料の経過

香辛料は前述の通り，インドネンアの所産物を巡る戦争を惹き起し，あるいは新大陸の発

見の動機となった。
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その理由は．当時の香辛料は．食物の保存性を増す冷蔵庫であり．精力を増し．病気を治

す薬品であり・芳香性のものは香水でもあるなどと各種の役割を兼ね果す。 しかも稀少な

ものであった。

オランダ．スペイン，ポルトガル．ィギリスなどが．インドネンアをめぐって争いとなっ

た。

その後冷蔵庫や薬品化学は発達し．且つ，価格変動が烈しく，中間利潤が大きくなると，

欧米ではこれに代るものを考えるので，香辛料の用途も減り．③のグループから②のグルー

プヘと移動するに至った。

(b) ゴムの経過

前述のように，南米のゴムが，インドネツア，マライで•プランテーンョン農業にまで発

達したが，大戦中これらの地域の占領で，輸入を閉ざされた欧米が対策を講ずるようになり，

また，自動車・航空機などの急激な発達は需要の激増をもたらしたので，合成ゴムの発明，

発達を促進したのみならず，更に，最近では石油化学の発達によって一層純度の高い合成品

が開拓され，ゴムの価値を低減するに至った。

(c) その他の例

せんい製品，皮革などにおいても同様のことが見られる。

このほか，熱帯には特異な果物や飼料があるが，輸送上立地的に不利なため，貿易に現わ

れないものもある。

以上のように．品目毎にそれぞれの変遷があるがこれを統計によって考慮すれば，次の通

りである。

熱帯農産物の輸出統計

I~ ① ② ①十② ③ 計

指 数 I 9 5 5 3 6.5 3 1.2 677 3 2.3 IO 096 

（％） I 9 7 0 5 0 5 2 3 5 74.0 260 IO 0 

金 額 l 9 5 5 4 6 3 9 8 5 40 I 2 5 

領ド）レ） 1 9 7 0 8 5 3 9 I 2 4 4 4 I 6 8 

増加率 ％ ％ ％ ％ ％ 
絆率） 4.2 

゜
2.5 0.6 2.0 

釣 ④については統計が充分でなく，⑤は農業直接でないので，こヽには計上しない。
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以上のように②の原料農産物は．非常な勢で比率が減り．総額では増加しなかった。

これは．せんい．ゴム，皮革など工場生産物の競合による打撃である。

③が微増を示している。コーヒー・コ、ア・茶・パナナはもっと伸びてもよかったと思われ

るが．額として足踏みしている。

逆に．①の食料農産物が伸びている。

これは．開発途上国に対する技術協力のうちで特に目立っているものである。

これは．ご承知のように緑の革命があり．供給過剰になるのではないかと見られ． FAOな

どの単純な計算では．穀物は．開発途上国では．年々 6％増え，うち米は 8％増えるが．需要

は 2.5％であろうとしている。事実．小麦も．飼料用なみの値段に下がり．砂糖は．生産は

年々 3％伸び．需要は o.5％の伸びである。従って．穀物は今までは順調な伸びであったが．今

後はむつかしいのではないか。

4 今後の貿易の予測と考え方

①に属する食糧の将来性については，緑の革命の推移如何にかかっているとも云えるが，直接

温帯と競合するので，注意を要す。

次に，③については，他と競合していないから，これに重点をおくとともに，④に関心を持

つことであろう。

即ち，問題は④の品目を早く⑧にし，⑧の生産を増して，②の原料性の品目にしないという

工夫をすることが，熱帯悶産物を安定させるキメ手であると思う。

なお，⑧の品目の伸びの少い原因は何か，これは，コーヒーに原因があると思われる。

コーヒ ーは ，アメリカが大趾を輸入して，ガプガプと飲んでいたので伸びたが ，今や所得の

上昇や減退も影磐しない程 ，ふんだんに飲んでいるので，頭打ち状態にな っている訳である。

(1) コーヒ ーの場合の市場調整

そこでコーヒー界では， I9 6 3年国際コーヒー協定が値下がり防止対策として協定を行

った。その主要点は

(a) コーヒーの値下り防止対策

コーヒーは ，埴えて数年しないと実を結ばないが ，成りだすと放置しておいても毎年収

穫がある。

良いとなると次から次へ増埴され，それが後にな って過剰生産の原因となるが，第 2次

世界大戦の直前に大変な過剰生産となったが，たまたま，これが戦争で燃料などに消費さ
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れ，またその後冷害などで減っていた。

ところが，戦後から 19 5 8年までに，経済復興し，コーヒーの消費は伸び，木は植え

たが，結実には至らず，コーヒーの国際価格は上がり放しであった。そのため植付が増え

た。

その後，値下がりとはなったが，コーヒーの高価の時に植えた生産費の高い木が結実を

続けるので，値下がりは，深刻になって来た。

そこで， 19 6 3年国際コーヒー協定をつくって，値下げ防止の協定を行った。

コーヒーは熱帯の独占的作物であるので，供給を抑えれば価格が維持できる。これが②

の品目と異るところである。

プラジ）レ，コロンピア，アフリカが主産地である。これらが協定して値下り防止すると

ともに，極度に高くなって，先進国が合成コーヒーのようなものを出さない程度に，値上

げも防止する対策をとることとした。

(b) コーヒーの消費開拓運動

輸出国が協定し，輸出曇に応じた分担金を徴収して，その資金によって，消費度の低い

国々に対して，消費拡大キャンペーンを行っている。

コーヒーの市場対策は上記の通りで，このことは，他のゴムなどと異るところで，競争相

手がないため，⑧のグ）レープを維持している例である。即ち，一方で需要を開拓し，他方で

生産調整を行い，また，合成製品の出て来ない程度に価格維持することが，⑧のグ）レープに

維持するコツであるといえる。

(2) ゴマの場合の変遷

食物油の原料は範囲は広いので，ゴマは原料としては，注目の対象から外れていたが，最

近経済商品となり，②から⑧のグ）レープに再認識されるようになった。

(3) 先進国の受入姿勢の問題

①に属する競合農産物の輸出の消長は，これを受入れる側の先進国の受入姿勢が支配する。

(a) 米の場合

東南アジアの米の輸出は，日本やアメリカの保護政策に妨げられており，この障壁を超

えて行くだけの生産性が必要となる。

しかし，このように高いと，次にも述ぺるように小麦の国際価格が低下し，また米価が

高いので東南アジアでも小麦の消費が増える傾向にある。かつては米は東南アジアの主要

輸出品で，スエズ運河の開通と共に欧州（加工で）中南米と米食習慣は広がっていったが，
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これが変化し，一方ではルイジアナにアメリカが米作をはじめるなどした。現在では小麦

と日米の保護された米作に阻まれて長期的に見れば，米の輸出は減退するものと予想され

る。

(b) 小麦

ロンドン相場を例にとれば，次のように価格が低落している。

I 9 0 0年

I 9 3 7~  8年

I 9 5 0年

小麦価格

米価格
1 0 0％とし

5 0 % 

2 5%  

小麦作は増加しているので，益々米の輸出入を制約している。

インドネンアでは，スカ）レノからスハルトに変った頃， 一般物価も米価も上昇したので

小麦を輸入し食べさせたし，インドには米食と小麦食との両者が存在している。

米，麦について長期的には，開発途上国自身の問題として取り組まなければならないが，

現段階では，先進国が保護政策を止めなければ解決できない。

このことは，米・麦のみならず，砂糖・牛乳・乳製品についてもいえることである。

こヽで，開発途上国が生産性を上げようとするが，現在までは余り成功していない。先

進国が必要とする油料種子については欧1t1が，アフリカで落花生を作らせたり，日本が南

方で，とうもろこしあるいは大豆を作らせたりしている。

(4) 工業との競合 ． 
②に属するものは，工業と競合するので，最も大きな問題がある。

このグループの農産物は．先進国の企業がPlantationの形で進出しているが，先進国

で合成製品が発展すると， Plantat ionは撤収しなければならない，また生系の如きは，

戦争で輸出がとまれば，アメリカでナイロンがつくられ生糸は衰退した。

需要者側は，工業にも農業にも，両者に同じよう依存し，価格の安い方に需要が伸びる。

(a) 石油化学

最も注意を要するのは，石油化学の発達である。石油化学の発達と共に合成製品が伸び

るので，②のグ）レープの将来は暗い。

石油化学の発達はその発達のみならず，経済全体の流れを支配する。

以前は，石油開発は偶然の成功が多かったが，今では，科学的ポーリングを行ない，海
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底の深い所まで開発するようになった。

掘さく技術も．賓源調査技術も発達したので ProvenReserveが，中近東で 70年分

もあるように進んだ。

それに地質学，電波探知機，さく井技術，タンカー技術など何れもが発達し，石油化学

はマンモスの如く濶歩している。

穀物・鉱物なども流動体輸送に変って能率を上げて穀物等の運賃も下がっているが，石

油についてはその運只値下げ輻も極めて大きい。

石油化学に関連ある②のグループの将来は注意を要す。

(b) 化学せんいと羊毛・絹・棉花などの問題

羊毛は化学せんいに影習をうけていることは確かであるが，羊毛・絹・棉糸そのものの

持味もあり，また化学せんいに混織して，汗をとり，風通しをよくするなどの効果がある

ので，化学せんいの発達により，ある部分では平行して羊毛や棉糸の需要が増えるが，ゃ

がて合成せんいの改良品が出れば，天然の絹や羊毛も影響をうける。

(c) ゴムと人造ゴムとの関係

航空機の発達に伴ない，ジェット機のタイヤは，特に品質がやかましく，コールドラバ

ーが，要求されると天然ゴムの需要は大きく減る。

5 指導指針

今後の開発の指針として，ほとんどの問題は， marketingの問題に関連なるものであるこ

とを認識しなければならないと思う。

この認識において，

生産面と貿易，販売面との関係

政府の役割

先進国の役割

開発途上国の役割

について検討を行いたい。

(1) 生産面と貿易および販売との関係

農産物を生産しても，思った価格で売れないのは，政府や中間業者が悪いからだとする発

想法がある。開発途上国でも，生産物を先進国が買う義務があると考える。

生産することだけでなく，そのことよりも売ることの難かしいことを認識しなければなら
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ない。

私は，かつて，メキンコ，ガテマラ，ジャマイカ，エルサルパドル，ドミニカを巡って各

所で， marketingの重要さを説いて歩いたので ，marketing の専問家と紹介されたほ

どこれを主張した。

工業では製品の売り込みに全力を注いでいるが，農業も工業もこの点で相異はない。

例をラジオにとれば，ー通り行きわたれば ，次はポータプルにして一家で数個持つように

し，次はテレピとしこれをカラーに発展させ，これまたポータプルで寝室に持ち込むように

する。販売方法も月賦など買い易い方法を講じて異わせるなどの工夫をする。

パキスタンの試験場に手工芸品のワニ皮製品が展示してあっても，その脇にあるワニ皮の

魅力的部分が工夫活用されていなかった。

これに反して，アメリカでは，日本人が，押麦を食ぺることを考え押麦用大麦の品種改良

を真剣に研究したことがある。

あるいはまた，ケネディ ・ラウンドの交渉に際し，鶏肉は譲歩して，抵抗の少い七面鳥に

ついて主張を通したが，その以前に， H本人もその中に脂気の少い七面烏に嗜好がうつるこ

との調査は済んでいた。

あるいは ，グレープフルーツのようなさっぱりした味に将来性のあることを承知していた

り，煙草にしてもプレンドによって消費の伸びるものを見越して交渉を行うなど， market-

ing と結びつけた研究が行われている。

哨発途上国側で気がつかないで，見落しがちなことに， 国内で売るものと ．国外に売るも

のとの商品の規模の相異があることである。

国内販売するには ，トラック 1台にまとまれば，町へ運んで結構有利に売れるが，国外に

売る場合は，船単位で ，しかも定期便によるためには ，港に常に一定のストックを要す。

L/C も組めるよう貿易手続きも整備しなければならず ，共同出荷 ，規格取引と取引の合理

化も進められなければならない。

卑身近な例と して， ジャマイカの笑らえない実話を挙げれば，ジャマイカの馬れいし ょを出

荷するに ，共同選果，共同出荷を示唆したが，この地方では町のキングストン市場にロマン

スを求めて，出荷するので ，共同出荷では ，ロマ ンスの機会がないと云って実現しなかった。

これに反し，エチオピアのコーヒーの採取を従来のムンリ取りから， 1粒 l粒熟したもの

だけを丁寧に採る ことに改めたことや ，コロンピアがプラジルにくらべて注意深く採果する

ことによって，市場価格を有利にしている例は対賠的である。
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生産面では農業の近代化を図るために次のことを講じなければならない。

(a) 規格取引化すること

開発途上国には ，商品取引所が殆んどないので ，先進国との規格取引 ，しかも電報など

による取引が行えないことも不利をもたらしている。

格付や，品位を確立すれば，市場価値が上る。

(b) 企業資本を導入して PIant at ionを合弁的に行うこと

隅発途上国では，必要以上VCPlantationを忌み嫌うが，取引の近代化には， Plan-

tat i onの果す役割は大きく，しかも資本の入ることは，技術も随半して入って来るので，

合弁的妬企業を導入することが必要である。

ただこヽで注意しなければならないのは搾取したり，ナンョナリズムを刺戟したりしな

い工夫が要ることは言を侯たない。

(c) ④を⑧にする努力

これら生産面でのMarKetingの研究普及は先進国に較べておくれている。

稀少価値のあるものの開拓は遅れている。それは熱帯の農業の分野に対し技術開発者は

先進国の技術者が出かけているので ，熱帯の山の中のことは充分に判っていない。

この点，熱帯の低開発国は，④を⑧にする知識を持っているので主導性ももてる。

これに，先進国::I)Basic Sci ens eで品種改良し，現地と共同して，④を⑧にするこ

とができる。

このようにすれば，第 2'第3のコーヒーが出ることも考えられる。

空想でなく，例えばガテマラの山奥に，スパイスの野生のもので味の良いものが見付け

られている。

このような，④を⑧にする試験は ，個人や一部の企業では，危険のみ多くて ，実が上が

らない ，このことを為すのが国（政府）の役割である。

(2) 政府の役割と先進国の役割

(a) 調査 ・試験 ・研究

④のグループを⑧にすることは ，個人や，私企業では， Riskも多く，落付いて調査・

試験 • 研究もできないので，国の事業として行わなければならない。

試験研究の対象は，例えば，かってラワン材が合板の発達によって大きく，需要が拡大

した例があげられる。

合板ははじめ，日本のある企業が試み，その破産の犠牲の上に開拓されたものであるが ，
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このような技術が国々の協力で行われるぺきだと思う。

(b) Trade Centerの設置

貿易センターの整備は，取引の合理化，公正化を推進するものである。

ガットはこれを提唱している。

低開発国は．プランテーンョンと日本商社の進出を極度に様い恐れているので，現地と

先進国との両者の協力でTradeCenterを開設することが考えられる。

なお．商社を活用することも有益であるが現地側が懸念があるとすれば．これについて

政府が，必要な介入ができるようにすることも必要であろう。

好例は．台満の農産物の輸出（マッツュル ーム，アスパラガス等）が伸びている例であ

る。台湾は．商社に委せるが．市場開拓を要求して成功した。

反対に．韓国やインドネシアでは商社を毛嫌いして成功していない。

なお ．商社を利用することは． Scaleeconomyの利益が得られることも利点である。

おわリに

以上，熱帯農産物を，①～⑤のグ）レープに区分し，そのうち，④の特殊稀少価値のものを⑧の

熱帯的特産物に早急に育てるとともに，あらゆる努力によ って，②あるいは①の競合をうける農

産物のグループに移らない努力をいかにするか。それについて，現地側で努力する 事項，国で果

たすべき役割などについて考察を行った。

質疑応答

（問） ④のグループのものを⑧にする事や，③の増産を指摘されたが，これは国内消費や国外

愉出の途を保証されなければ，開発途上国の農民は，ついて来ないのではないか。これ

らの点はどうか。

（答） この例として ，ベニア板をあげた。Riskyな企業は，個人や個々の企業ではやりきれ

ぬので政府が援助すぺきであることを述べた。

合弁企業の商社であれば ，ある程度のRisk には堪えると思う。

石油開発や森林開発がよい例である。例えば日本が石油膳発に進出す砧C際し，業種の異

なる電力，製鉄などと組んで進出しており，電力，製鉄は他の地区の石油或は石油以外

の開発にも出資するというように危険分散を図っている。
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根本的には政府がやったがよいと思うが，それができぬときは．共同出資による危険分

散を行い．政府はそれを監視するとよいと思う。

危険な例に関連して余談になるが，某国人が．熱帯にも欧米人が増え牛肉の消費が増え

ると見毬し，牧場を購入したが．雨期に見せられたため，実は乾期には水がなくて，牧

草は枯死に近い状態となりしかも．数年に一度は大旱魃に見舞われたという悲劇もあっ

たが．事前の調査の重要性を物語るものである。

（問） ④から⑧への掘り起こしを組織的に行っている機関（世界的に見て） ，若しくは試みて

いる機関ありや。

（答） 余り例はないが，部分的にはやっている。日本ではJetroが，どのようなものが輸入

に適するかを世界的に調査し．例えばタイの草について具体的に研究しているが，

Jet ro の任務外であるので，大体的には行なっていない。

組織的にやっているのは．アメリカの農業試験場の例であろう。

正確には記憶していないが．全国に 3つの中央的大試験場があり，金のかかる基礎的な

研究を行ない．地方的な適応試験を地方の試験場で，行っているが．とうもろこしの，

HYVの育成に成功している。

戦前には，欧州は，南方にそれぞれ．特殊の作物の試験場を持っていたが，これが独立

とともに．駄目になり，ポゴールなども，衰微し．観光向程度に残っている。

イギリスやオランダも収穫後の利用についての研究をする組織があると思う。

⑲） ⑤の加工農産を③と結びつけて考えることはどうか。

（答） • 加工について自信がない。その訳は．一般論では，かなりのものを現地で加工して輸出

するようにすることがよいと思うが．実際問題として⑥輸入国の輸入税などが．原料に

比し加工品に酷であること．⑥加工品の副産物が先進地城の方が逢かに有利なのに対し

て低開発地域では廃棄物同然であること．⑥稼動率においても先進地が有利であること

などを考えると，直ちに一般論に加担できない。

輸入税について，日本の場合は．原料よりも加工品に対して高率である。更に effect-

1ve tarriffともいうべく付加価値率を勘案すれば高率の程度は倍加，或は I0倍加

する。

稼働率については，日本の果物缶詰工場が．季節によっては魚の缶詰も行っているとい

った具合に稼働率を上げている。

副産物については，東京などで屠殺する場合は，臓物などの副産物が薬品に用いられ，
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辺ぴな田舎で屠殺すれば肉だけの価値となる。

熱帯現地では原料は純粋で良いが，原価は高くつく．これに較ぺて先進地では技術が進

んでいるので植物油脂でも悪い原料で無色 ・無臭のものを作り ，これに適当な香りや，

色をつけて ．本物風にするなどで原価の安いものができる。

以上のように ，現地加工に無駄が多いことを考えなければならない。

現地に向く加工業として考えられることは ．労働力はあるが ．精巧度については高度の

設備は向かない。

例えば，棉花を棉糸程度にすることは賛成できるが．高級デザインを要する捺せんロー

ルなどは不向である。

石油の精製にしても ，ア ングロイラニアンCo．を接収して営業したが，設備の維持管

理や需要に応じた品目別精製となると高度の技術や ，需要地との近接が必要となる。

（問） ④を⑧にする試験研究について現地側の意欲とこれを呼応して協力することはどうか。

（答） 将来役に立つことは判っていても，金のかヽることはやりたがらず，速効的なもの以外

には認識がない。

以上

（文責在財団）
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熱 帯 飲 料 作 物

要 旨）

熱帯植物資源
研究センター所長

長 戸 公 氏

．． 
はじめに

熱帯飲料作物につき，総論においては，開発に最も関連のある貿易経済上の地位について，ま

た，各論においては，栽培上の重要トビックスであるコーヒ ーのさび病などに重点をおいて，解

説を加えることとする。

第 1 総 論

1 飲料作物の定義

英語では，飲料をベバリジ (Beverage)と称し，アルコールを含んだものと，含まない

ものに分けておるが，こヽでいう飲料作物とは，ア）レコールを含まないで，カフェインまた

は，カフェイン類似のアルカロイドを含んでいる飲料を生産する作物のことである。

なお，飲料作物としての必須条件には，カフェインのほか，芳香と刺激性の両物質が含ま

れていることが必要である。香味成分とは，コーヒーではカフェオー）レ，茶ではfl.rヘキ

セノー）レ，コヽアではリナロールなどである。

“ 
2 飲料作物の種類

第 1表に示すように．コーヒー．茶．力、オに次いでマテの需要が大きいが．その外にガ

ラナ．カート．コーラ．カッンン．ヨーコなどがある。‘

(a) 利用部分

種子…•••コーヒー．カカオ ． ガラナ．コーラ

葉 ・・・•• •茶．マテ，カート．カッシン

樹皮・・・・・ヨーコ

(b) 主要成分

カフェイン成分の多いのは．ガラナとヨーコでガラナには 4％以上 ．ョ ーコでは普通 3

~4%,最高 6％が含まれている。茶も高い方である。その他は区々である。

カカオは．テオプロミンを含んでいるが，もともとカフェインは．キサンチンの誘導体
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とみなすぺきもので，テオプロミンは．キサンチンからカフェインになる中間の生成物と

いわれている。

(c) 生産地

原産地について

旧大陸 …••• コーヒー，茶，カート，コーラ

新大陸 ・・・・・・ カカオ，マテ，ガラナ，カッンン，ヨーコ

となっており．栽培歴も．旧大陸のものは，茶の 4,0 0 0年以上．コーヒーのように

2, 0 0 0年以下のものもあり．新大陸のものでも．カカオ，マテのように 2,00 0年を超

えるものがある，また，現在の生産地を見るとその多くは．新旧何れの大陸にも栽培され

ているが，殆ど全部が熱帯の作物であり，茶のように温帯でも栽培されているものでも・

その比率は全世界の 27 96にすぎず，残りの 73 96は ，熱帯において栽培されている。こ

のように飲料作物は純粋の熱帯作物であるという特徴を持っている。

3 世界貿易市場における飲料作物の地位

わが国では．一般に．飲料作物といえば．さほど重要なものではないという印象を抱いて

いる人が多いが． FAOの貿易年表によって．農産物輸出頷を見れば．弟 2表の通りで．輸

出額 1億ドル以上の産品 3 1種のうち．コーヒーは第 4位に在り熱帯農産品中常に王座を占

めている（第 3位の棉花はその 60％が温帯産である）。また茶，ココアもそれぞれ高位に

あることが判る，しかも熱帯の国々が．燐産物の輸出で経済を維持していることを思えば，

コーヒー．茶．ココアが．熱帯農業にとり如何に主要な作物であるかが判る。

(1) 飲料作物は熱帯における重要貿易作物である

飲料作物が熱帯農業の主要作物であることは．上述のように，貿易市場で高位を占めて

いることでも判るが．それとともに．これらは④木本作物で大規模栽培に適し経済協力に

よる開発が容易である。⑥しかも熱帯で最も重要な問頗である土嚢保全が 1年生作物の栽

培の場合よりも逢かに容易である。従って飲料作物は熱帯の貿易作物として高く評価され

るぺきであると思う。

エステート式経営が．民族農業と調和を保ちながら共栄できる方途は別に考えられるか

ら．飲料作物の埴栽は．熱帯の経済腸発にも貢献するものであると思う。

(2) わが国の輸入嬰産物中に占める地位

日本の輸入農産物の中で．飲料作物が占める地位は．第 3表によって判る。
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第 2c& I廿界市場における農産品喩出額順位

順 1966~68年叩句 l95!r--6I年平均

品 且 輸出r:':J輸出額
唄位
輸出尚 輸出額

位 万 t 100万＄ 万 t 100万＄

I Bo v I n e an I ma I ~ 3,639 3 2, 242 

2 ½Il ea t and mes I In 3, 629 I 2, 571 

3 Cot tun 2. 455 2 2, 373 

4 Coffee, 閲en or roasted.and Coffee sub紅itutes
contain cofff'e 

322 2, 374 4 268 I, 893 

5 Sheep and goat一 2,054 5 I, 873 

6 Sugar, r狐 am ref1ned,r狐 basi,, I. 985 I, 887 6 I. 764 I, 7 49 

7 Mr11 ze, unm1 11 eel 2, 705 1. 508 14 I, 204 616 

8 Soybean I. 362 II 658 

， Tobacco unma nufactured 96 I. 24 7 8 81 962 

10 Natural rubber ;in<l ;;1mi Jar natural gum;; 314 I, 200 7 260 I. 685 

11 Ri Cf:' 703 I, 106 ， 655 728 
I 2 or ape;; 945 10 702 

13 Swine 886 13 616 

14 Tea 67 654 12 57 653 

I 5 Citrus f ru it ~ 619 17 401 

16 Cocoa beans, raw or roa~ t ed I 10 564 15 91 535 

17 Groundnuts 545 19 387 

18 町；；handwhale 466 24 205 

19 Pou It ry 465 16 464 

20 13anana6 537 457 21 388 319 

21 Barley 667 444 20 631 323 

22 Coco nu t~ 442 18 390 

23 Su n f I owe r s e ed 318 35 56 

24 Apple；； 197 310 25 149 193 

25 灰ans,pea:; lent1 !:; arx:I other dried legumes 184 262 27 127 175 

26 Oi I pa Im 240 22 269 

27 Flax 239 23 254 

28 Potatoes : Total 338 209 28 273 147 

29 Jute 76 l 78 26 77 176 

30 Rape and mu;tard 146 39 45 

31 011 ve oi I 18 122 30 19 100 

注 ．．l． 輸出額 1億弗以上の産品を挙げた。

2 単位は四捨li入した。
3. 内訳は省略した。例えば綿花においては繰綿，綿実，綿実油および綿実粕を合計して綿

花として示した。
4 種々の品目を包括した産品例えばくず肉は牛肉，羊肉，やぎ肉，豚肉，・馬肉等を含んでいて仕訳が

困難であるため除外した。

5. この表は FAO Trade Yearbook 196!¥(Vol. 23)および I0 6-5 (Vo I. I !l)によって作成した。
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第 3表 わが国における農産品輸入額順位

順位 品 目
I 9 6 8~I 9 7 0年

順位 品 目
I 9 6 8~I 9 7 0年

平均 (10 0万円 平均 (IO0万円）

I 綿 花 I 76,698 17 菜 種 1 1,931 

2 羊 I 56,046 18 家 き ん 10,459 

3 とうもろこし I 2 5~ 7 2 19 ココやし I 0,19 4 

4 小 麦 114,109 20 馬 10,101 

5 大 豆 I 12,20 I 2] らっかせい 9,016 

6 砂 糖 類 90,372 22 バイナ ップル 8,998 

7 牛 65,097 23 かんきつ類 8,904 

8 こうりゃん 63,192 24 ルーサン 8.7 9 5 

， 天然ゴム類 44,009 25 米 7,706 

10 ノく ナ ナ 4 3,4 45 26 亜 麻 7,372 

11 た ば ‘つ一 24,5 8 5 27 ジュート 6,716 

12 大 麦 I 9,924 28 茶 4,629 

13 まゆ • 生糸類 I 9,1 I 5 29 油 や し 4,246 

14 コーヒー 18,986 30 >・・ ま 3.63 I し—•

15 力 力 オ 16,078 31 ひまわり 3.4 I 3 

16 豚 14,150 32 ＜ り 3,035 

鉗 （1) 愉入額 30億円以上の産品を掲げた。

(2) 単位未満は四捨五入した。

(3) 内訳は省略した。例えば綿花においては繰綿 ，コットンリンター，綿実， 綿実

油等を合計して綿花として示した。

(4) 種々の品目を包括した産品例えば「植物性油脂」は何油であるか仕訳ができな

いので除外した。

(5) 林木と水産物は省略した。

（日本貿易月表 12月号品別国別編 1 9 6 8~1 9 7 0によ って作成）

国際市場に較べて，若千様相は異なるが，それでもコーヒー 14位 ，カカオ 15位，茶

2 8位となっており，重要な地位にある。

この重要性については，科学技術庁の資源調査会が提出した「東南アジアにおける熱帯

植産資源の開発利用に関する勧告」の中でも明らかにされている。

この勧告と同じ内容のものが，農林統計協会から「東南アジア植産資源の開発戦略」と
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いう題名で発行せられているので参考に供せられたい。

(3) 東南アジアにおいて飲料作物が占める輸出の割合

下表に示すように，東南アジアにおける飲料作物産品のうち茶は，輸出率において大き

なウェートを占めている，また茶が生産国の輸出総額中に占める割合を見るとセイロン

6 3. 3 %（第 1位），インド I4. 4 96"（第 2位）およびベトナム共和国 6.2 96"（第 2位）

である。

(a) コーヒーおよび茶の輸出率 (I 9 6 5~6 7年平均．単位％）

（輸出率は純輸出且／生産品でちる）

コーヒー 茶

北ベトナム 204 39 

ベトナム共和国 I 1 34 

インドネンア 6 7 37 

イ ン ド 4 2 53 

セ イ ロ ン 9 5 

四 北ベトナムの 20 4％は前年のストックが輸出に加わっているものと

思われる。

(b) 世界の飲料作物生産における東南アジアの占める割合

コーヒー

カカオ

茶

采南アジア

4.8 

0.4 

7.9 

南アジア

I. 6 

0. 2 

5 3.6 

台

西 南アジアとはインド ，セイロン ，パキスタンを指す。

I. 9 

湾

(4) 世界市場における消費動向

F AOが I9 6 I~3年の需要を基礎に ，I9 8 5年の需要指数を次表のように，見て

いることからも，飲料作物の地位が判るものと思う。

•• 

．． 
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需 要 予 測

（単位： l,OOOt)

コ ヒ 力 力 オ 茶

I 9 6 I~3 I 9 8 5 I Cl 6 I~6 3 I 9 8 5 I 9 6 I~6 3 I 9 8 5 

平均消費 指 数） 平均消四 指 数 平均消性 指 数）

先 進 国 2,5 I 7 I 4 3~I 5 5 8 2 5 I 3 9~I 5 2 4 8 0 I 2 9~I 4 0 

開発途上国 9 3 5 I 9 7~2 2 4 I 7 7 2 4 2~2 6 3 3 8 I 203~245 

共 産 匿 84 349~4 I 3 9 7 6 4 7~6 7 I ＊ ＊ 

世 界 計 3,5 3 6 I 6 2~I 7 9 1,099 2 0 1~2 1 5 8 6 1 l 6 2~I 8 6 ．． 西 ＊：共産圏を除く

4 飲料作物の開発費

地域，作物，地形により大差があって ，現地において ，よく調ぺなければ具体的なことは

いえないが ，参考文献があるので，紹介する。

アークハルト氏はロンドンのロングマン発行のカカオp2 2 5~  2 4 4 9こココア，オイル

パーム，ゴム，パナナについて所要労力を比較して掲げている。

西川五郎氏は，工芸作物学のp5 2 7 Iこカカオの収支，p5 0 9にコーヒーの収支を引用

紹介している。即ち，カカオではプラン）レ，パイヤ州の完成木（本畑第 9年）で，年収支は

収入

支出

差引

アローバ クルゼイロ
80 X 630 = 

クルゼイロ
5 0, 4 0 0 

2 5, 2 0 0 

2 5, 2 0 0 曲 1アローパ＝I4.5 kg 

．． コーヒーでは，プラジルで成木（本畑弟 6年）で ，年収支は，

俵 クルゼイロ
収入 80 -X 6 0 0 = 4 8, 0 0 0 

支出

差引

2 4, 0 0 0 

2 4, 0 0 0 である。

また，熱帯農業学会誌第 II巻 ・I, 2合併号 5I頁に ，インドネンアにおける植栽企業

作物別所要資本額を引用してあるので詳細については同誌を参照されたいが，その主な点は

次の通りである。

ジャワ スマトラ南部

コ ー ヒー

茶

0

0

 

0

0

 

1

5
 

9

9

 

1

1

 

I, 2 0 0 

3, 5 0 0 
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第2

1 

ジャワ スマトラ南部

ゴ ム I. 2 0 0 I, 5 0 0 

キ ナ 1, 2 0 0 2,0 0 0 

オイルパーム I, 5 0 0 

砂 糖 4, 0 0 0 

曲 ヘクター）レ当りギルダー

コーヒー農園の生産費百分比（抜粋）は次の通りである（同誌 57頁）。

東部ジャワ・テムポアセオ閑園におけるコーヒー生産貞 (I 9 3 8年）

％ 内主なもの

一般経賀 3 5.90 
人 件 費 I 9. 9 3 
公 課 6.6 7 

圃場管理費 40.2 4 
除 草 費 I 4.6 2 
剪 定 費 5 0 5 

収穫調整費 2 386 収 穫 費 I 4.8 I 

計 1 00.00 

各 論

コ ヒー

コーヒーについては，世界中で大きな関心事となっているコーヒーさび病を中心に話をす

すめるが，その前に，日本のコーヒー需要勅向や．日本人が最も多く栽培に参加しているプ

ラジルにおけるコーヒー生産の地位などに触れておきたい。

(1) 日本におけるコーヒー輸入と消代

第 1図の通り I9 5 3年～ I9 6 9年の輸入実績を基として作った 二次式によれば急カ

ープで上昇しており，このカープをそのまヽ続けるとすれば， I9 7 7年 I6万6千トン，

I 9 8 0年には 2I万3千トンとなる，また第 2図に見るように人口 1人当りの年間消費

量も輸入旦と同じようなカープを描いている。

しかしながら，日本の 1人当り消費位は未だ少なく， I9 6 3年において o.2 7キロ，

I 9 7 0年に 0.8 7キロであり 19 7 7年にI.3キロ ，I9 8 0年にかろうじてI.7キロ，

になるものと推計されるがそれでもなお I9 6 3年当時のイタリーの消投誠 2.3キロにも

及ばない。

なお， I9 6 3年の各国 1人当り消費駄は

-6 4-
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(t) 
100,000 

50,000 

a 
10,000 

第 1図

゜
OJ
 

゜

1953 '55 '60 '65 '70 年次

y = 3 3 9. 5 7 I 2 X 2 -I 4 4 3.8 4 5 6 x+ 4 7 4 0. 9 8 8 0 

第 1図 わが国におけるコーヒーの輸入鼠

釦 インスタントコーヒーは豆に換算して加算
(1 9 5 3~I 9 6 3年は食糧年鑑統計資料編 I9 6 7年により， I9 6 4~  

1 9 7 0年は日本貿易年表および同月表による）

(g JI 第2図

O、

•• 500 

100 

゜

゜ ゜
゜

o・
 ゜

゜

1953 '55 '60 '65 '70 年次

y = 2.2 8 I l X 2 + 0. l 3 7 2 X + 2 5.8 l 2 7 

第 2図 わが国における 一人当りコーヒー年間消費鼠
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スェーデン イタリー アルゼンチン 日 本

kg 
I I. 4 - 2. 3 I.4 0. 2 7 

である。

(2) プラジルのコーヒー生産量と在留日本人の生産量

1 9 6 5~6 8年平均のコーヒー生産量は次の通りで，そのうち，プラジルの占める比

率が大きく，そのなかにあって在留日本人の生産も亦大きく，日本人の生産量だけで，

I 9 8 0年の日本における推計総消牲趾の 1倍半に相当する。

◎ 1 9 6 5~6 8年平均生産

世界

424万トン

プラジル 中南米を合せて 内日本人生産

I 5 2万トン 28 4万トン 3 0万トン
（世界の3696) (6 796) 飩価 1,030億円）

（3) コーヒーさび病の蔓延

去る I0月中旬，名古屋における，第 30回熱帯農業学会講演会において，熱帯植産資

源研究委員会の作業第 1号として，同研究委員会（委員長講演者）から世界，ことに日本

とも関係の深いプラジルの，コーヒ ーさび病についての報告が発表されたのでこのさび病

について詳述したい。

(a) コーヒーさび病の蔓延地域

蔓延の地域は，第 3図の通りで，今までは旧大陸はかかっていても，プラジルは乾燥

していて，さび病は出ないものと思われていたが，昨年これに罹かった。

第 3図

第 3図 コーヒーさび病汚染地域 (1 !l 7 1年現在）
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過去，旧大陸でこの病気に罹かったのと同じ経過を辿るとすれば，プラジルも数年にし

て全域の怖れもあり，或る専門家の意見によれば，今後 5年間に全土に拡がり，収量は，

今のiになるだろうといわれている。

この減産見込の誘因は

① 病害による直接の減産

② 防除茂および樹勢恢復のための施肥費増大により不採農園が生じ脱落するものが出

ること。

⑧ 標高40 0~5 O Om以下では罹病が大きいので．揉高 1,0 0 0~l, 7 0 0 mの比

較的安全なところを選ぷ (1,7 0 0米以上では霜害にかかる）が．高度の関係から単

位面積当り収量が減じる。

c 病気にかかると．栽培者の生産意欲が減退し．腸墾も埴替えも手控えるため．新陳

代謝が行なわれずコーヒー園の老化現象を招来する。

などが挙げられる。

西半球のコーヒー専門家．ウェルマン氏の調査によれば．ラテンアメリカのコーヒーさ

び病災害は今後ますますひどくなり ．コーヒーの不足と価格の高騰を招くといっておる。

マイネ氏は．さび病は過去 1世紀に亘って旧大陸を席巻し・主産地の移動を余儀なくし

たといっている。

(b) さび病発生の年次および蔓延経路

さび病の発生は，第 4表に示すように，年次は不詳であるがアラピア種についてはエ

中国1

象牙海阜ー1ー膨ヶ；ヤ19n/ t1口］言芦：ま883 ．・・ユ—:;894

第 4 図 コー ヒ ーさび病蔓延の経路

鉗 斜交線は病掠地を示し， 点刻および点線で囲んだ所は汚染地域を示す

(Rayner,R.W.1こよる）
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第 4表 世界各地におけるコーヒーさび病の発生

地 域 年 次 地 城 年 次

エチオピア（アラピア種の病源地） 不 詳 卜 ラ ン' ス ノ＜ ）レ I 9 I 4 

ウガンダ（ロプスタ種の病源地） ’ 中央アフリカ ゴ（もロ含ーデン
ア，旧ペ

ルギー領コン む）
I 9 I 8 

セ イ ロ ン' I 8 6 8 台 湾 I 9 2 2 

インド ・ マイソアi't! I 8 6 9 モ ザ ン ピ ク I 9 4 0 

スマトラおよびジャワ I 8 7 6 支 那 I 9 4 2 

ナ 夕 ）レ I 8 7 8 ザ ン ジ＇ ノ＜ )レ 1 9 4 6 

フ イ ジ I 8 7 9 海 南 島 I 6 4 7 

モ リ シ／ ア ス I 8 8 0 力 メ Jレ ン I 9 5 I 

レ ・ ユニオン諸島 I 8 8 2 フェルナンドポ，象牙海岸，ダホメー I 9 5 2 

フ イ リ ピ ン I 8 8 3 ス ダ ン‘ I 9 5 3 

マ ダ ガ ス 力 Iレ 1 8 8 6 卜 コ・ ラ ン' ド I 9 5 4 

トンキン，マラヤ，ポルネオ I 8 8 8 ナ イ ジ' 工 リ ア 1 9 6 2 

サモア，タンガニカ I 8 9 4 ア ン コ’ ラ 1 9 6 6 

卜 ラ ン＇ ス ノく Jレ I 9 0 4 プ ラ ジ ）レ I 9 7 0 

ニュー ・ヘプライド および
I 9 I 0 

—一 ュー ・カレドニア

ケ 二 ヤ I 9 I 3 

チオピアが，ロプスタ種についてはウガンダが初発地であ って，その後 I8 6 8年セイ

ロンで ，次いで世界各地に第 4図のように蔓延している。

そして， I9 7 0年にはプラジルでも発見された。従来は，プラジルは比較的乾燥して

いるから ，さび病にかからないと信じられていたが ，これは夢であった。

乾燥した低地帯で ，一度さび病が出ると，激発するともいわれている。

高い標高のところでは，罹病葉の落下後出る新葉は健全なものとなるが低いところでは．

新葉も続いて罹病するので ，被害が甚だしい。

(c) 過去におけるさび病によるコーヒー栽培の盛衰

セイロンでは， I8 6 0年代までは，アラビア種を作っていて，当時は世界ーであった

が ，さび病で全滅したので ，英政府は茶を奨励し ，紅茶におきかえることになったので ，

今で も英国は紅茶の消費が多い。
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東部ジャワの新植地域では， I8 9 6年～ I9 0 0 年にさび病によって．収量は ¼9こ

減り．このためアラピア種に見切りをつけ．アフリカのロプスタ種を入れて，ジャワ産

ロプスタの基盤をつくった。

フィリッピンでも以前は相当のコーヒーを生産，輸出をしていたが．さび病のため減

産し． 一時はコーヒーの相当位を輸入していた。しかし第 2次世界大戦後，政府の奨励

によりほぼ国内需要を満たすようになった。

さび病によるウガンダの減産率は 30 96,ケニア 25 96,イソド 50％といわれてい

る。

インドで被害が大きいのは温度が高いためさび病の発生が甚だしいことを示す。

(4) 各国のさび病対策

(a) 薬剤防除対策

さび病発生の当初，先ず薬剤防除を考えたが，どんな薬剤がよいかも判らず，試行錯

誤の連続であった。

次に試みられたのは，石灰硫黄合剤で，これを散布してある程度の効果はあ った。

I 8 8 6年に銅剤散布が試みられた。これはポルドー液と同じ効果があるといわれて

いる。

ポルドー液は， I8 8 5年にフランスの学者によって発表され，コーヒーには I9 2 6 

年にはじめてインドで本格的に使用され，現在では，インド，ケニア，タンガンニカ，

旧ベルギー領コンゴで広く使用されている。

今日では， 腹薬は進歩し，有機合成剤や，抗生物質剤があり，色々と試験されている。

試験成績は色々出ているが，遺憾ながら利用価値のある良い成績は出ていない。

散布した当座は，これら新薬は，ポルドーより良い成績を示しているが，これを何力

月か後に再調査して，健全葉の状態を見ると，成績が劣り，結局ポルドーの方が勝れて

いる。

有効な新薬の出現を望んでいるが，今日のところまだ見込みはない。

プラジルでも，日本の或る機械工業会社が硫黄剤の高圧噴霧で効果をあげたといって

一時騒がれた。しかしその効果はまだ確認されておらずプラジル当局も公式には認めて

いない。米国からダイセーン Z-7 8又はパーゼートの名で売り出されている有機硫黄

剤ジネプは良い殺菌剤ではあるが，ポルドーと比較試験して見ると，やはりポルドーの

方が成績がよいことが判った。
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抗性物質も試みられたが，実用価値がない ，それは値が高すぎることであり，しかも，

物によっては薬害が出る。抗性物質の実用化は前途遼遠である。

パイラスでさび病を駆除することも考え，パイラス 7系統の分離に成功したと伝えら

れるがまだ実用化の域には達していない。

安くて良く利く薬剤が待たれる。

現段階で考えられることは， 高い薬品は本畑全部に散布することは経済上できないの

で，苗床に散布して健全な苗木を育てこれを移埴するという方法をとるのが得策である。

苗床面積程度であれば，抗性物質など，高い薬でも使用できる。

ポルドーの使用位は，普通散布するときは 20 0~4 0 0ポンド圧で ha当り 1,500

リットル散布する。飛行機で散布するときは ha当り 60 0リットルで足りるがこの場

合は薬の濃度を高くする。

さび病菌は葉の裏側に着き病気は下技から上枝に広がる。薬剤が直接葉裏にかかる

ようにするためには地上散布の方が空中散布よりも勝るが，広い面積の防除では航空機

による以外方法がなく，低空から散布すれば葉は葉の表ばかりでなく裏でも相当かかる

ので効果がある。

何れにしても，薬剤散布は病気を駆除するためでなく，予防が目的であって ，罹か っ

ていない周囲の葉や、新しい葉に薬の被膜をつくって，歯がついても発芽が出来ず死滅

するようにする成である。

新しい葉は， 普通 1年に 1回出るので，これの出たときに薬を散布する。乾季から雨

季に入るときに散布して新葉を保護する。

乾季 ・雨季の区分の明瞭でない不規則な気候や，長期の乾期のない気候の地方では，

葉の出るのが不痢いになり予防が困難である。

(b) 耐病性品種育成1こよる対策

桑に依存するのでなく，丈夫な品種を作ることも最も重要である。

これには ，インド，ナタール ，インドネンア，米国 ，コスタリカなどが努力している。

インドで最初に出た耐病性品種は，コールグとケントで，アラピカの選抜種であるが ，

当時は非常に良かった。今でも東アフリカでは広くケント種を作っているが ，その後こ

れを犯す菌型が出たので価値が半減した。

その他，リベリアにアラピカをかけ，更にアラピカをかけ戻した S26 とか ，アラピ

力選抜種の S288とか，これにケントをかけた S 333とかその他沢山の改良種がある。
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またロプスタ選抜種には S267, S 270, S 274などがある。

エチオピアは最初にさび病が出た国なのでコーヒー樹には多くの抵抗性系統が存在し

これらをかけ合せた品種改良が試みられている。

またナター）レ（東アフリカの南部）でも改良種を作っているし，イソドネンアでも過

去に改良の実績があるが，現在世界で最も有望視されているのはチモール雑種で，これ

はアラピカとカネ フォラの自然交雑種であろうといわれている。コーヒーさび病菌の生

理的品種は現在 26ほど確認されているがチモー）レ雑種は 26全さび病歯に対し耐病性

である。

さび病困生理的品種 26のうち Iから Xまでの I0系統を取り上げ，これに対する，

各コーヒ ー改良品種の耐病性を凋ぺたところ， 第 5表の通りである。

第 5表 グループ別に見たコーヒーさび病耐病性樹種

ア ラ ピ ア 種 ンコンスゲ種ン ラセモ
サ種
備考A I C H G D E B F 

※ '妥 •裟 •兵 ※ ＋ ＋ •妥 ＋ 

※ 条 •沢., •災 ・lE •癸 ＋ •裟 ＋ 

裟 ぷ ＋ 9裟 ＊ •妥 ＋ •裟 ＋ 

※ •兵 •妥 •足 ＇文 •茶 ※ ＋ ＋ 

※ •茶 条 •足 ※ 条 ＋ ？＋ ＋ 

・終 ※ ・足 条 •裟 ※ ※ ※ ＋ 

•条 ＊ • 石 キ キ •兵 ＋ 妥 ＋ 

※ ※ ・文 ＋ ＋ ＋ ＋ 条 ＋ 

•足 ＋ ；妥 ＋ 

※ ＋ ＋ ；妥 ふ妥 ＋ ＋ ※ ＋ 

注： （1) ※印抵抗性，キ印梢感受性， 十印感受性

(2) Aグループ ：チモール産自然交雑アラピア 2品種， C.congensis, C.canephora, 
C.excelsa, C.libericaおよびC.stenophylla

(3) Iグループ：エチオピア系の一群の品種

(4) Cグ）レープ：エチオピア系 ，特にケニアで育成された Creisha,Dillaand Alghe 
(5) Hグ）レープ ：インド系例えばS353 

(6) Gグ）レープ：大部分のインド系例えば Sel288,Sel333,Sel795および数種の B.A.
(Bal lehonnur Arabicas)がある，又エチオピア系およびプラジル
のカンピナスで育成されたプラジル種とアフリカ又はアジア種との交配種
がある。
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(7) Dグ）レープ： Kents系に属するもの即ちインド育成種DK格，ケニア育成種K7, 

SL6,SL33,タンガニカ育成種Hl,H66,N39がある。今までに最

も多く用いられてきた耐病性種類である。

(8) Eグループ：中南米植栽種の大部分はこれに属す。殆どのコーヒーさび病系統に対し

感受性が高い。 (Rayner, R.W. (1960) Rust Disease of 
Co f fee 3. Re s i s tan c eによる）

品種改良には，品種間交雑が行なわれるが，最近の傾向は，それぞれの地域の環境に

適し，耐病性がある上多肥栽培向きで，品質優良，且つ生産性の高いものに向けられ

ている。

戦前はアラピア種以外の他種類の育成が対象であったが，戦後はアラピア種の耐病性

品種そのものの育成に力が注がれている。

(c) 栽培技術による対策

2 茶

先ず簡単な方法は，他作物への転作であり，作物の種類あるいは，コーヒーの種類を

変えることである。即ち，セイロンでは，茶に転換し・ジャワではロプスタに転換した。

次は，プラジルの例で，隔離戦術を行ない，リオデジャネーロ，ペロホリゾンテ間，

長さ 400km,幅 50 km の防喪帯を作ったが，胞子は風によって運ばれて何の効果

も見られなかった。

標高の高いところへの転作，涼しいところはさび病は少ない。 5 0 0~8 O O mのロ

プスタ地帯が最もさび病の発生が激しいので 1,O O Om以下は危険である。また

I, 7 0 0 m以上だと霜害の危険があるので， I,0 0 0~1, 7 O Omで，平均気温 I6~  

2 0℃の地を選ぷ。

また庇蔭樹によるコントロールも考えられる。庇蔭樹によって明け方の露を防けばさ

び胞子の発芽が抑制される。また木蔭は冷涼であるからある程度さび病の発生が抑制さ

れる。

もっともこの方法に対して反対意見もある。即ち，乾いた微風の吹く被蔭樹の無い処

がよいとする意見である。

世界市場における茶の取引きは紅茶が大部分を占めている。

日本における緑茶の需要動向は第 6表の示す通りである。以前から日本は緑茶の主要生産

国であるが，最近数力年緑茶の輸入が非常に増えた。

l 9 b 2~1 9 6 9年の間に，栽培面稽はほぽ同じで生産高は微増しているが，人口増と
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生活が盟かになったため消費が増えたものと思われる。

緑茶を輸入するならば，何処の地域から入れるか，開発輸入に連がる 。

インドでもケニアでも開発の計画がある。

元来，緑茶の生産は，日本・中国が最も多いが，台店も多く，ベトナムでも生産し，合ては

はジャワでも緑茶を作っていた。

この様に緑茶は何処でも作って作れないことはないが，日本人の嗜好に合うものができる

かどうかが問題である。緑茶に関しては，自給自足でなお足りないものを，東南ア ジアで生

産して輸入するのがよいのではなかろうか。

日本で緑茶の生産が伸びないのは労力が不足し，労銀が高いからである。この点に今後一

段の工夫を要するものがある。

3 カカオ

日本におけるココアの輸入は，第 5図の示すように， I9 6 9年は I9 8億円であ った。

第 5図 わが国におけるココアとその調製品の輸入額の惟移
ば林省統計表第45次l9 6 8--16 9および同第 46次 1959...J70により作成）

伍I’l
200L第5図

150 

゜

100 

50 

1960 '65 •70 1・、大

y= 0. 4 4 3 2 X 2 + I 3.2 0 5 I x+ 3 8.0 4 5 9 
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このように相当の伸びがあるので，これも東南アジアよりの開発輸入が考えられる。

東南アジアで実績のあるところは，ジャワと西イリアンとサパであり，最近マレーンアで

ゴム廃園跡にカカオを入れている。

これらの地域が開発の対象として検討されるであろう。

おわりに

以上，熱帯における飲料作物の貿易経済上の地位と，その各々の当面の問題点と将来性を述

ベ，今後の開発輸入について参考になる事項の概説を行なった。

質疑応答

（問） ハワイにコーヒーさび病が発生しているか。

（答） 発生しているとはまだ聞いていない。太洋州の南部諸島には発生している。なおハワイ

は生産伍が少ないから余り問題にもならない。

（問） 標高の高いところのコーヒーは品質が良いので，低地栽培に比し収位は少なくても，収

入面では補えないか。

（答） 品質がよくなるといっても程度の問頗であって，収祉減を補って余りある程，高価にな

ることは期待できないであろう。

ジャマイカのプリュウマウンテン，東アフリカのキリマンジャロのものは品質が良くて

値が高いことは高いが，経営上非常に有利であるとは聞いていない。

⑲) 飲料作物栽培の経営形態においてエステート以外の経営形態が見られるか。

（答） コーヒーにおいては住民栽培の比重は大きい。

それは，コーヒーは収穫費が高くつく，即ち 1粒づつ熟れた分から手摘みするので，広

い面積で熟期が一時に集中すると人集めにも困るから特定の地域を除いてはエステート

でのコーヒー栽培は今後益々困難になるであろう。住民栽培の場合は，自家労力の位に

合せて栽培することができる。

プラジルに，エステート式のコーヒー栽培が成り立っていることに疑問を持たれようが

それは 1粒摘みを避けるため ．熟期が祇ね一致しているアラピア種を作って，大部分の

果が熟した時一度に扱き落とし，天日乾燥するから労力が省ける訳である。従って未熟

果が多く混っていて，ウェット ・メリッド（湿式製法）が適用できないので品質が落ち，

値段が安い。

-7 5-



（問） エステート栽培についての考え方はどうか。

（答） 多くの永年作物においてエステート栽培は，大資本が未開地の開発を行なうためには，

有効，適切な手段であるが，しかし長胡に亘って大資本が経営を独占することについて

は疑問がある。むしろ，企業者の経営は一定期間にとどめ，その間に労務者も現地政府

も，また企業そのものもエステート譲渡汽金の積立てを行ない，この積立金引当てに将

来エステートを労務者に分割譲渡し，企業者は更に奥地の開発に進み，労務者は従来の

腹園で定着者として栽培できるよう施策することが必要であると思う。

（質問及び意見） さび病に対する根本対策がなくて，プラジルで邦人が危殆に直面している訳

であるが，日本の優秀な研究者が，プラジルで，研究できる，国家間の技術協力が進め

られることが必要であると思うが。

（答） ご意見同感であるがこれは財団の問頗であると思う。なお，さび病対策として，樹の勢

をよくするため家畜を荘入して堆厩肥をやるのはどうかとのご質問に対して私の経験を

話すとコーヒーを湿式製法で処理した場合出て来る皮や果肉をコーヒー園に遠元するこ

とを試みたが，それには非常に運搬性がかかり引合わなかった。堆厩肥の場合でも同じ

であろう。むしろ金肥を使 った方が安くつく 。最もよいのは緑肥作物，特に立性のもの

例えば，クロタラリア，テフロンア，ラムトロなどを間作し，時々刈取ってマルチング

するのが最も効果的であると思う。

また，質問の庇林樹についてもこれを使うことに賛成する。

アラピカは深根であるがそれより更に深根の庇林樹を植え，その枝や葉を肥料にするの

がよい。特に，ロプスタのように比較的浅根のものについて効果があると思う。

⑮団） ご意見は財団に対して行なわれておりますので，ご激励として承ります。偶々，中田

部長も所要で本席におりませんので，只任のあることも申し兼ねますが，取り敢えず首

藤からご参考まで 一言申し上げます。当財団として常に話し合っておりますことは，日

本の熱帯農業の知器の園を厚く且つ高める必要がある •, それには単に外苔を読むだけで

なく現地において実際に研究しなければならぬ。国家的 ・公的な機関が，利害を離れて

研究できるものを作らなければならないとの考えを持っており，財団のできるとき，岩

田理事長が総会においてその意向を申し述ぺているところでありますが，このことは皆

様をはじめ大方の盛り上がるご支持によって実現するところでありますので ，よろしく

ご支援を願います。

（問） 庇蔭樹の問題で ，今少しお話を聞きたい。

．． 

•• ： 

］ 

ら
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（答） 私は庇林樹利用の賛成者である。不要とする説もあるが．特にコーヒーに対しては．庇

蔭の効果のみならず，庇蔭樹の根は．コーヒーより更に深く伸びるので．深井戸から水

を汲むように，深看から水分や肥料分を汲みあげる役を果たす。汲み上げられた肥料分

は庇蔭樹の落葉や剪定枝の形で土畏に遠元されてコーヒーの生育を助け，庇蔭樹の効用

を一層高めることになる。殊にロプスタ種のような比較的浅根のものには特に役立つと

思う。

閲） アラピアのコーヒー地帯は標高!,O o Om以上，プラン）レ，サンパウロは南緯23 • c で

標高も高いので，緯度を標高になおせば，相当の標高と同じになる。 このことから．さ

び病の限界であると考えてよいか。

（答） 一般的に云ってアラピア種が経済的に栽培出来る処には必ずさび病が伴う。

標高 1,0 0 0~!, 7 O Omの土地はさび病に比較的安全だという意味であって ，絶対に

かからないということではない。現に，ジャワのマラソ市近くのプジョンは高地である

がそこで作っているアラピカでもさび病にかかっていた。ただし，涼しいので被害は軽

い。

（問） 飲料作物の 9種目のうちには，なじみの浅いものもある。消費傾向や飲み方など用途や

その特長を承りたい。

（答） マテは飲料として．コーヒー，茶，力カがこついで 4位で日本にも輸入している。

宣伝次第で将来伸びる可能性がある。

ガラナはカフェイン含位が非常に高いことが特長で，これも宣伝次第で将来性がある。

これらは従来は，主として当該地域の自家消牲用となっている程度であるが，プラジル

のコーヒーがさび病のため生産困難というような事態にでもなれば日本の消費者が飲

料の一部をマテあるいはガラナなどに転換することにより•プラジルの邦人コーヒー栽

培者の転作を容易にすることにもなろう。

なお簡単にこれらの使用概況を述ぺれば．

コーラ：粉にし水を加えて沸騰させ飲料にするが．現地人はかむ場合もある。コカ・コ

ーラの原料として重要である

ガラナ：実をつぷして．ココア粉あるいはうどん粉と混ぜて固め．これを削って湯で滲

出して飲む

ヨーコ：地場消費の程度に栽培している。樹皮を削って ，それを水に浸し，滲出して飲

む，成木になるには 7~8年，早くて 5~6年，充分成木になるには 20年か

-7 7-



かる。

マテ ，カート ，カッンソ：茶と同じく湯に滲出して飲む

世界人口のうち，これら飲料を飲む人口の割合は（数字は余り新しくないが）ほぽ次の

通りである。

コーヒー
I 

3 

茶
I 

2 

ココア 3億

マ テ I, 5 0 0万人（南米人）

コーフ 数百万人のアフリカ人

カート アラプ人

ガラナ 南米人

（問） カカオの栽培適地はどこか。

（答） 世界的には，西部アフリカ（ガーナ．ナイジェリア）およびプラジルでそのほか東南ア

ジアの中部ジャワ （スマラン） ．ニューギニアの一部（西イリアン）サバ．マレー ．ス

マトラで，余り乾燥せず，周年雨があるところで ．花の時少し乾燥するのがよい。

（問） 東南アジアでカカオを作るのに ．どの程度の農園を規模としたらよいか。

（答） 規模は 1,o o o ha位の中規模農園が無難と思うが．結局は品質と生産費の問題である。

東南アジアでは今まで作った経験があるので．十分やれると思う。

-7 8 -
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講 師 歴 略 （講義順）

西村昌造氏

昭和 10年，京大牒学部農学科卒，同年北海道農業試験場， 15年新潟牒業試験場， 16~2 1 

年日産腹林KKスマトラ農園経営， 21~3 6年山口県農林市農地，農政，普及教育の各課長歴

任， 36~4 6年山口眼農業試験楊長， 45年より山口大学悶学部熱帯農業講師，現在に至る。

その間，アメリカの農村環境，スマトラ・ランポン開発，北スマトラ・トバ湖畔閲発，エチオピ

ア葉タバコ，油料作物などの調査を行う。

山田 登氏

•• 明治44年 7月 18日出生，昭和 11年東京帝国大学農学部卒業，昭和 13~2 1年中華民国立

北京大学腹学院化勤務，副教授，教授を歴任，昭和 21年殷林省農事試験場鴻巣試験地勤務，昭

和 25年農業技術研究所生理科勁務，昭和 41年農事試験場次長，昭和 45年熱帯農業研究セン

タ一所長，この間アメリカ，セイロン忙各 1年出張，アジア開発銀行， FAOアジア極東地域

務局（在パンコック） VC2年 7ヶ月勤務。

滝川 勉 氏

昭和 23年東京大学農学部農業経済学科卒。農林省農業改良局経済研究部，農業総合研究所海外

部を経て，昭和 39年アジア経済研究所忙入所。栽査研究部主任調査研究員，東京外国語大学講

師を兼ねる。 19 3 5年から 36年化かけて 1年間フィリピン大学た留学。その後現在までに数

度忙わたり，フィリピン ，インドネンア，マラヤ化出張調査。

• 
逸見謙三氏

大正 12年東京都生れ。東京大学農学部悶業経済学科卒。農林省農業総合研究所を経て東京大学

農学部助教授。農産物貿易論専攻。主要著書「世界農産物市場の課題」他，

長戸 公氏

1 9 2 0~3 9年：南国産業株式会社技師．テムポア ・セオ農國（コーヒー，ゴム）支配人．お

よび一時ウォノサリ農園（紅茶．規那）支配人兼任． 19 4 2~4 5年：日華麻業KK（芋麻お

よびその他の麻類）技師長兼腹事事部長． 19 6 2年より日本熱帯農業学会幹事現在忙至る ．

1 9 6 6年より熱帯植物資源研究センター所長現在匠至る． 19 6 9年より科学技術庁資源調査

会専門委員現在忙至る。エステート経営 ．コ ーヒー，キャツサパ，ゴム，棉花，ジュートその他

の論文発表。 -7 9-
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